
９
vol.19

夏の夜空を飾った大輪の花
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市
内
水
口
地
区
に

　
「
ラ
イ
オ
ン　

山
梨
の
森
」
が
誕
生

協
定
締
結
ま
で
の
あ
ゆ
み

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
で
の
市
有
林
管
理
の
あ
り
方
や
、
森

林
機
能
の
保
全
、
都
市
住
民
と
の
交
流
に

よ
る
地
域
の
活
性
化
な
ど
の
検
討
を
市
有

林
経
営
審
議
会
に
諮
問
、
答
申
を
受
け
る

中
で
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
О
、
企
業

な
ど
の
参
加
を
求
め
、
社
会
貢
献
活
動
と

し
て
植
林
や
間
伐
な
ど
森
林
整
備
を
行
う

こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
の
結
論
に
達
し
、

県
の
事
業
に
登
録
し
、
指
導
や
助
言
を
受

け
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
３
月
、県
の
「
企
業
の
森
推
進
事
業
」

の
対
象
森
林
と
し
て
、
県
が
仲
介
役
を
務

め
る
中
で
、
ラ
イ
オ
ン
株
式
会
社
と
の
協

　

市
は
、
８
月
７
日
、
森
林
の
持
つ
土
壌
保
全
効
果
を
高
揚
さ
せ
る
と
と
も

に
、
都
市
農
村
交
流
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

市
内
水
口
地
内
の
市
有
林
65
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
大
手
家
庭
用
品
メ
ー
カ
ー
、
ラ

イ
オ
ン
株
式
会
社
と
協
働
で
森
林
整
備
を
行
う
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
に
よ
り
、市
に
「
ラ
イ
オ
ン　

山
梨
の
森
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

働
整
備
の
話
が
持
ち
上
が
り
、
こ
れ
ま
で

協
議
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

ラ
イ
オ
ン
株
式
会
社
は
、
環
境
問
題
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
自
治
体
と
し

て
山
梨
市
を
評
価
、
ま
た
市
で
は
、
同
会

社
の
環
境
保
全
活
動
へ
の
取
り
組
み
が
、

「
森
林
機
能
を
保
全
す
る
た
め
の
森
林
整
備

費
用
の
一
部
負
担
」「
未
利
用
資
源
と
し
て

の
間
伐
材
を
紙
の
原
料
に
変
え
る
た
め
の

運
搬
費
用
の
負
担
」
な
ど
、
ま
さ
に
資
源

循
環
型
社
会
の
構
築
を
目
指
す
も
の
で
あ

り
、
市
の
考
え
る
方
向
と
合
致
し
た
こ
と

か
ら
、
同
社
と
峡
東
森
林
組
合
な
ら
び
に

市
の
間
で
森
林
整
備
協
定
を
結
ぶ
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。

市内水口地区の市有林。「企業の森推進事業」では、協定を結んだ企業に森の命名権が与えられ、この森は
ライオン株式会社により「ライオン　山梨の森」と名付けられた。今年10月には看板が設置され、除幕式
とともにライオン株式会社社員による間伐体験が行われる。

１
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協
定
森
林
は
水
口
地
区
の
市
有
林

　

今
回
協
定
を
結
ん
だ
森
林
は
、
市
内

水
口
地
内
に
あ
る
面
積
約
65
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
森
林
で
す
。
昭
和
34
年
に
市
が
国

か
ら
国
有
林
の
半
分
を
譲
り
受
け
た
も
の

で
、
昭
和
36
年
ま
で
に
台
風
の
被
害
木
や

伐
期
に
達
し
た
赤
松
な
ど
約
５
万
５
千
石

(

１
５
、２
９
０
立
方
メ
ー
ト
ル)

を
伐
採

し
、
売
却
代
金
は
国
へ
の
譲
渡
費
用
支
払

い
や
、
市
内
各
小
学
校
の
プ
ー
ル
建
設
費

に
あ
て
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
伐
採
跡
地
に
は
計
画
的
に
ヒ

ノ
キ
な
ど
が
植
林
さ
れ
、
昭
和
56
年
か
ら

は
作
業
道
（
総
延
長
１
，６
８
７
メ
ー
ト
ル
、

幅
員
２
・
５
メ
ー
ト
ル
）
も
開
設
、
現
在
ま

で
保
育
管
理
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ラ
イ
オ
ン
株
式
会
社
と
は

　

ラ
イ
オ
ン
株
式
会
社
は
明
治
24
年
10
月
、

東
京
神
田
柳
原
河
岸
の
地
に
「
小
林
富
次

郎
商
店
」
と
し
て
開
設
。

　

そ
の
後
、
ハ
ミ
ガ
キ
事
業
の
ラ
イ
オ
ン

歯
磨
㈱
と
石
鹸
事
業
の
ラ
イ
オ
ン
石
鹸
㈱

（
後
の
ラ
イ
オ
ン
油
脂
㈱
）
と
し
て
分
社
独

立
し
事
業
を
拡
大
、
昭
和
55
年
に
合
併
し
、

現
在
の
ラ
イ
オ
ン
㈱
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

　

同
社
で
は
、
商
品
の
開
発
か
ら
原
料
調

達
、
製
造
、
流
通
、
販
売
、
家
庭
で
の
使

用･

廃
棄
ま
で
、「
地
球
温
暖
化
防
止
」「
廃

棄
物
の
管
理
」「
化
学
物
質
の
安
全
管
理
」

「
環
境
配
慮
製
品
の
開
発
」「
容
器
包
装
使

用
量
の
削
減
」
の
５
つ
の
柱
を
掲
げ
、
商

品
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
と
お
し
て
環
境

に
配
慮
し
た
事
業
活
動
を
行
っ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
マ
イ
ナ
ス
33
％
の
二
酸
化
炭
素

排
出
量
削
減
２

を
達
成
。
そ
の
ほ
か
、「
日

本
水
大
賞
」
３
へ
協
賛
企
業
と
し
て
参
画
す

る
な
ど
、
環
境
保
全
活
動
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
会
社
で
す
。

　

本
社
は
、
東
京
都
墨
田
区
に
あ
り
、
資

本
金
約
３
５
０
億
円
、
従
業
員
数
約
６
，

０
０
０
人
、
売
上
高
約
３
，
３
１
７
億
円

の
大
企
業
で
す
。

取
り
組
み
の
内
容
と
今
後
の
展
開

　

国
の
二
酸
化
炭
素
排
出
削
減
に
は
、
森

林
の
二
酸
化
炭
素
吸
収
能
力
を
回
復
す
る

こ
と
が
最
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

森
林
整
備
の
際
に
出
る
「
間
伐
材
」
は
運

搬
費
用
が
か
か
る
た
め
、
採
算
割
れ
に
な

る
こ
と
が
多
く
、
森
林
整
備
事
業
全
体
の

障
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
事
業
で
は
、
整
備
費
の
一
部
と

整
備
の
際
に
出
る
「
間
伐
材
」
を
紙
の
原

料
に
変
え
る
木
材
チ
ッ
プ
工
場
へ
の
運
搬

費
用
に
つ
い
て
、
企
業
か
ら
の
支
援
を
受

け
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

契
約
期
間
は
５
年
で
、
初
年
度
と
な
る

今
年
度
は
企
業
か
ら
１
０
０
万
円
の
出
資

を
受
け
、
作
業
は
峡
東
森
林
組
合
に
委
託

を
す
る
形
で
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
同
企
業
で
は
、
社
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
森
林
整
備
実
践
活
動
を
行
う
ほ

か
、
市
有
林
の
間
伐
材
か
ら
作
ら
れ
た
紙

を
購
入
し
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
４
報
告
書
な
ど
の
用
紙

と
し
て
活
用
し
て
い
く
そ
う
で
す
。

　

市
で
は
、
今
後
、
企
業
の
出
資
金
や
国
・

県
な
ど
の
補
助
事
業
を
活
用
す
る
中
で
、

間
伐
・
枝
打
ち
・
下
草
刈
り
・
作
業
道
整
備
・

伐
採
樹
木
の
搬
出
な
ど
市
有
林
の
整
備
を

進
め
て
行
き
ま
す
。

　

ま
た
、
企
業
の
作
業
体
験
イ
ベ
ン
ト
と

市
の
「
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業
」

や
地
区
住
民
有
志
が
つ
く
る
「
水
口
地
区

元
気
な
邑む
ら

づ
く
り
推
進
協
議
会
」
が
計
画

し
て
い
る
棚
田
ト
ラ
ス
ト
制
度
な
ど
と
の

連
携
も
視
野
に
入
れ
た
事
業
展
開
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

農
林
課
農
林
担
当　

☎
�
３
１
１
１

　

(

内
線
１
２
２
、１
２
５)

１　「企業の森推進事業」……森林の持つ多面的な機能の発揮を目的とすると共に、企業の
社会的貢献活動の一環として、森林整備を希望する企業に対し県が窓口となって、市町村
や森林所有者、森林組合などとの橋渡しを行い、「企業と地域が一体となった森林づくり」
を行う新しい事業。今年度の県の主要事業に位置づけられている。
２　二酸化炭素 (CO2) 削減……1997 年の地球温暖化防止京都会議において、日本政府は
2008 ～ 2012 年における地球温暖化ガス排出量を 1990 年対比でマイナス６％とするこ
とを公約。ライオン㈱では、すでに今年３月現在で 33％の削減を達成している。
３　日本水大賞……水循環系の健全化に貢献するさまざまな活動を支援する目的で 1998
年に創設。日本における水環境問題を研究する全ての個人、団体を対象とした唯一の賞。
４　ＣＳＲ……Corporate Social Responsibility の略。「企業の社会的責任」「企業の社会
的“信頼度”」。企業力の増大、競争激化が社会に大きな影響を与えることから、その影響
力の大きさを自覚し、経済・社会・環境をバランスよく統合した活動をし、「社会的な信頼
度」を得ることが大切だという考え。ライオン株式会社では、2005 年から企業活動をま
とめた「ライオンＣＳＲ報告書」を冊子とホームページで公開している。

（左から）協定書に署名を終え、握手をする佐藤繁則峡東森林組合長、中村市長、今井
眞ライオン株式会社代表取締役専務。右端は、立会人を務めた寺沢恵治山梨県林務長。
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三
富
地
域(

旧
三
富
村
）
で
も
、
平
成
19
年
１
月
１
日
か
ら

リ
サ
イ
ク
ル
が
始
ま
り
ま
す
！

　

現
在
、
山
梨
・
牧
丘
地
域
に
お
い
て
実
施
し
て
い
る
リ
サ
イ
ク
ル
品
の

回
収
を
、
三
富
地
域
に
お
い
て
も
来
年
１
月
１
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
の
開
始
に
伴
い
、
資
源
と
し
て
再
利
用
で
き
る
も
の
は
、

各
地
域
に
設
置
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■リサイクルステーション設置場所
行政区 設置場所 設置場所の詳細

上柚木区

塩　原 塩原集会所
寺　井 寺井防火水槽（ポンプ付）裏
稲子沢 第一部消防小屋前ごみ停留所裏
馬　込 特産物加工所前

下南区
（下荻原） 三富診療所下　※ 10 月 1 日以降設置予定

（興　南） 上門坂トンネル入口　※ 10 月 1 日以降設置予定

（下釜口） JA フルーツ山梨三富支所前　※ 10 月 1 日以降設置予定

徳和区 徳　和 橋本屋前

川浦 1 区

上荻原 上荻原集会所
　雷 雷道祖神横

雷住宅 雷住宅地内ごみ停留所横
湯の平 三富荘様上ごみ停留所横

川浦 2 区
天　科 川浦スポーツ広場前ごみ停留所横
円　川 円川集会所
広　瀬 広瀬集会所

上釜口区

（西の平） 西の平橋横　※ 10 月 1 日以降設置予定

釜　口 釜口集会所
青　笹 日原元一様宅前
赤の浦 大嶽山第二駐車場

（芹　沢） 笛吹公園前　※ 10 月 1 日以降設置予定

※（　）の場所については、10 月 1 日以降にリサイクルステーションの設置を
予定しています。

■リサイクルができるもの
　次の４種類 15 品目についてリサイクル品の分別収集を実施します。

項　　目 種　　類 品　　目

可燃物

①紙類

1 新聞
2 雑誌・チラシ（広告など）
3 ダンボール
4 牛乳パック

5 ミックス紙
（上記以外の汚れていない紙）

②プラスチック類
６ ペットボトル
７ 発泡スチロール食品トレイ
８ その他のプラスチック類

不燃物
（化粧品、油、薬および

農薬の容器は除く）

③ビン類

９ 生きビン：ビール瓶
10 生きビン：一升瓶
11 雑ビン：透明ビン
12 雑ビン：茶色ビン
13 雑ビン：その他のビン

④缶類
14 アルミ缶
15 スチール缶

※生きビン……何度も繰り返し使用されるビン（リターナブルビン）。ビールビン、
お酒のビン、牛乳ビンなど。空きビンは、20回から30回ガラスビンとして活躍する。
キズがついて再利用できなくなったものは、砕かれて新しいビンを作る原料に。

【
三
富
地
域
リ
サ
イ
ク
ル
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
】

　

三
富
地
域
の
各
地
区
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
分
別
方
法
や
出
し
方
な
ど

　

に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

日
程
お
よ
び
場
所
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
日
連
絡
し
ま
す
。



広報やまなし 2006.9-5

すすめます、
環境にやさしいまちづくり。

■
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

　

利
用
に
つ
い
て

　

リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
年
末

年
始
の
他
は
24
時
間
い
つ
で
も
利
用
で

き
ま
す
。
ご
み
を
減
ら
し
、
有
効
な
資
源

と
し
て
再
利
用
で
き
る
よ
う
、
リ
サ
イ
ク

ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
有
効
に
活
用
し
ま

し
ょ
う
。

　

牛
乳
パ
ッ
ク
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
缶
、

ビ
ン
は
中
を
水
洗
い
し
て
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
と
缶
は
つ
ぶ
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

き
ち
ん
と
分
別
し
、
み
ん
な
が
使
い
や
す

い
よ
う
に
、
き
れ
い
な
リ
サ
イ
ク
ル
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
有
価
物
回
収
報
奨
金
お
よ
び

　

業
者
買
上
金
に
つ
い
て

　

リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
利
用

を
推
進
す
る
た
め
に
、
市
で
は
ミ
ッ
ク
ス

紙
を
除
く
紙
類
に
は
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
あ

た
り
５
円
の
報
奨
金
を
区
へ
支
払
い
ま

す
。
ま
た
、
一
部
の
回
収
品
目
は
リ
サ
イ

ク
ル
業
者
が
買
い
取
り
、
業
者
買
上
金
と

し
て
区
へ
還
元
さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

環
境
課
生
活
環
境
担
当

☎
�
１
１
１
１
（
内
線
２
５
２
、２
５
３
）

浄
化
槽
を
お
使
い
の
み
な
さ
ん
、
浄
化
槽
に
は

「
保
守
点
検
・
清
掃
・
法
定
検
査
」
が
必
要
で
す
！

　

私
た
ち
は
、
毎
日
の
生
活
の
中
で
た
く

さ
ん
の
水
を
使
用
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

水
の
多
く
は
、
最
終
的
に
は
汚
水
と
な
っ

て
、
川
や
沼
に
流
れ
て
い
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
汚
れ
た
ま
ま
で
川
や
沼
に
流

し
て
は
、
魚
も
住
め
な
く
な
り
、
美
し
く

豊
か
な
自
然
は
破
壊
さ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
大
切
な
生
活
環
境
を
守
る
た

め
、
汚
水
を
管
理
し
、
き
れ
い
な
水
を
取

り
戻
す
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の

役
目
を
担
う
の
が
「
浄
化
槽
」
で
す
。

　
「
浄
化
槽
」
は
、
微
生
物
の
働
き
で
汚

水
を
き
れ
い
な
水
に
し
て
放
流
し
ま
す
。

生
き
て
い
る
「
浄
化
槽
」
の
機
能
を
十
分

に
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
は
、
正
し
い
管
理

と
健
康
管
理
（
保
守
点
検
・
清
掃
）、
健

康
診
断
（
法
定
検
査
）
が
必
要
で
す
。

■
保
守
点
検
・
清
掃
・
法
定
検
査
を

忘
れ
ず
に

　

保
守
点
検
は
県
知
事
登
録
を
受
け
た

業
者
に
、
清
掃
は
市
長
の
許
可
を
受
け
た

業
者
に
委
託
し
、
法
定
検
査
に
つ
い
て

は
、
県
知
事
指
定
検
査
機
関
に
よ
り
受
検

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
法
律
（
浄

化
槽
法
）
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
保
守
点
検
◆

　

保
守
点
検
は
、
浄
化
槽
の
点
検
、
調
整
、

修
理
の
作
業
で
す
。
浄
化
槽
の
処
理
方
式

や
規
模
に
よ
っ
て
点
検
の
回
数
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
（
３
～
６
か
月
に
１
回
以

上
）。

◆
清
掃
◆

　

清
掃
は
、
浄
化
槽
内
に
生
じ
た
汚
泥
な

ど
の
引
き
出
し
や
調
整
、
機
器
類
を
洗
浄

す
る
作
業
で
す
。
年
１
回
（
全
ば
っ
気
式

は
６
か
月
に
１
回
）
以
上
実
施
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

◆
法
定
検
査
◆

　

法
定
検
査
は
、
保
守
点
検
・
清
掃
と
は

別
に
行
う
浄
化
槽
の
機
能
診
断
で
、
次
の

検
査
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
設
置
状
況
検
査
（
７
条
検
査
）

　
（
使
用
開
始
最
初
の
年
）

　

浄
化
槽
を
使
い
始
め
て
３
か
月
を
経

過
し
た
後
に
、
施
行
と
機
能
の
検
査
を
行

い
ま
す
。

②
維
持
管
理
検
査
（
11
条
検
査
）

　
（
使
用
開
始
２
年
目
以
降
）

　

毎
年
１
回
、
浄
化
槽
の
機
能
と
維
持
管

理
が
適
正
で
あ
る
か
ど
う
か
を
検
査
し

ま
す
。

　

検
査
結
果
は
、
県
の
林
務
環
境
事
務
所

に
報
告
さ
れ
、
必
要
に
応
じ
て
浄
化
槽
管

理
者
（
設
置
者
）
に
、
適
正
な
維
持
管
理

を
行
う
た
め
の
助
言
・
指
導
が
行
わ
れ
ま

す
。
法
定
検
査
の
手
数
料
は
次
の
と
お
り

で
す
。

■
法
定
検
査
手
数
料

設
置
状
況
検
査(

７
条
検
査
）　

10
人
槽

以
下
：
８
千
円　

11
～
50
人
槽
：
１
万
円

維
持
管
理
検
査
（
11
条
検
査
）　

10
人
槽

以
下
：
４
千
円　

11
～
50
人
槽　

６
千
円

■
罰
則
規
定
が
強
化
～
浄
化
槽
法
が

　

改
正
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
17
年
５
月
に
浄
化
槽
法
が
改
正

さ
れ
、
法
定
検
査
を
受
検
し
な
い
場
合
の

県
の
指
導
監
督
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

県
の
命
令
に
従
わ
な
い
場
合
は
、
30
万

円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
こ
と
が
で
き

る
な
ど
罰
則
規
定
が
新
た
に
追
加
さ
れ
、

今
年
２
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

◆
法
定
検
査
実
施
機
関

　
（
社
）
山
梨
県
浄
化
槽
協
会

　

☎
０
５
５
（
２
３
２
）
２
７
６
２

【
問
い
合
わ
せ
】(

保
守
点
検
・
清
掃
な
ど)

　

環
境
課
生
活
環
境
担
当

　

☎
�
１
１
１
１

　
（
内
線
２
５
２
、２
５
３
）

【
秋
季
河
川
清
掃
の
お
知
ら
せ
】
山
梨
地
域
で
実
施
し
ま
す
。
34
ペ
ー
ジ
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。
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すすめます、
環境にやさしいまちづくり。

山
梨
地
域(

旧
山
梨
市
）
の
指
定
（
有
料
）
ご
み
袋
制
度
、

平
成
19
年
２
月
１
日
か
ら
完
全
実
施
！

　

山
梨
地
域
（
旧
山
梨
市
）
で
も
、
一
層
の
ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル

を
推
進
す
る
た
め
、「
指
定
ご
み
袋
制
度
」
を
導
入
し
ま
す
。

　

来
年
１
月
の
１
か
月
間
は
「
移
行
期
間
」
と
定
め
、
従
前
の
袋
で
も
収

集
し
ま
す
が
、
２
月
か
ら
は
指
定
ご
み
袋
以
外
の
も
の
は
収
集
し
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。　
　

　

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

家
庭
ご
み
の
指
定
袋
の
導
入
は
、
ご
み

に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
こ
と
に
あ
り

ま
す
。

　

有
料
指
定
袋
が
導
入
さ
れ
る
と
、
ご
み

の
量
が
増
え
る
に
つ
れ
家
庭
で
の
費
用

負
担
も
多
く
な
り
ま
す
。
た
か
が
ご
み
袋

で
す
が
、
有
料
と
な
る
と
当
然
「
も
っ
た

い
な
い
」
と
い
う
意
識
が
出
て
き
ま
す
。

今
ま
で
の
よ
う
に
無
意
識
に
ご
み
袋
に

入
れ
て
可
燃
ご
み
の
に
出
し
て
い
て
は

費
用
が
か
さ
む
ば
か
り
…
…
。

　

そ
こ
で
考
え
て
ほ
し
い
の
が
、
無
料
で

利
用
で
き
る
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
で
す
。
ご
み
を
出
す
際
に
ち
ょ
っ
と
意

識
し
て
ミ
ッ
ク
ス
紙
や
そ
の
他
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
類
な
ど
に
分
別
す
れ
ば
、
ご
家

庭
の
費
用
負
担
も
少
な
く
て
す
む
し
、
一

層
の
資
源
化
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

近
年
の
山
梨
地
域
で
の
可
燃
ご
み
の

処
理
量
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

利
用
に
よ
る
新
聞
紙
、
雑
誌
な
ど
の
可
燃

資
源
ご
み
の
回
収
量
の
増
加
に
よ
り
、
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
可
燃
ご
み
の
６
割
以
上
を
紙

類
や
ビ
ニ
ー
ル
類
な
ど
の
容
器
包
装
が

占
め
て
い
る
の
も
現
実
の
こ
と
で
す
。
事

業
系
や
持
込
ご
み
に
つ
い
て
は
増
加
の

傾
向
※
に
あ
り
、
可
燃
ご
み
の
処
理
量
は

毎
年
９
千
ト
ン
前
後
を
推
移
し
て
い
ま

す
。

　

処
理
経
費
は
、
一
人
当
た
り
年
間
平
均

で
約
７
，
５
０
０
円
。
４
人
家
族
で
す
と

３
万
円
の
税
金
が
毎
年
使
わ
れ
て
お
り
、

大
き
な
財
政
負
担
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

税
に
よ
り
処
理
費
用
を
負
担
す
る
方

法
は
、
ご
み
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
努

力
に
関
わ
ら
ず
同
じ
費
用
負
担
と
な
り
、

経
済
的
に
は
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
努
力
が

報
わ
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
排
出
量
に
応

じ
て
費
用
負
担
額
が
増
減
す
る
指
定
袋

の
導
入
は
、
各
ご
家
庭
で
の
ご
み
の
減
量

に
対
す
る
努
力
が
直
接
反
映
さ
れ
、
公
平

な
費
用
負
担
と
ご
み
減
量
化
を
図
る
こ

と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

指
定
袋
の
導
入
は
、
ご
み
出
し
の
ル
ー

ル
を
き
ち
ん
と
守
る
と
い
う
意
識
と
ご

み
の
処
理
・
資
源
化
に
係
わ
る
費
用
を
負

担
し
て
い
る
と
い
う
認
識
の
も
と
に
、
排

出
者
責
任
の
実
現
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
に
よ
り
、
効
果
的
に
ご
み

の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
が
進
む
と
、
ご
み

処
理
経
費
全
体
の
節
減
に
も
結
び
つ
き

ま
す
。

指定ごみ袋取扱店を
　　　　　募集します！

　山梨地域（旧山梨市）内の小売店などで、「指
定ごみ袋」を販売していただけるお店を募集し
ます。

■募集期間　
　８月 14 日㈪～ 10 月 13 日㈮
　※祝日、土日は除く
■申込方法　
　『指定ごみ袋販売店登録申請書』に必要事項
を記入し、申し込んでください。申請書は、環
境課（本庁舎２階）で用意しています。

【申込・問い合わせ】　　
　環境課生活環境担当　☎� 1111（内線 252）

環境課生活環境担当　☎� 1111（内線 252）

※事業系や持込ごみの処理手数料は今年から 10㎏当たり 80 円を 150 円に、
50 円を 80 円にそれぞれ引き上げました。
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■農業被害状況 ( 農作物 )　　　　　　　　　　　　　　( 面積単位：ヘクタール )

作物名 総栽培
面　積 被害面積 収穫皆無

換算面積
被害減収量
　　( トン )

被害金額
　　　　( 万円 )

被害農家数
　　　( 件 )

ぶどう 902 58.72 13.57 4.67 243 370
もも 606 188.91 50.68 265.25 1 億 1,804 762

すもも 57 6.03 2.57 8.94 331 53
柿 64 5.13 1.31 2.5 84 49

※総栽培面積は、農林業市町村別統計書（平成 17 年）による。

■農業被害状況（施設）

施設名 被害農家数
　　　( 件 )

被害程度 被害金額
( 万円 )

地域全壊 半壊 小破
件 ㎡ 件 ㎡ 件 ㎡

雨よけハウス 6 2 1,700 3 2,700 1 1,000 945 岩手地区
ぶどう棚 1 1 1,300 100 山梨地区

　

７
月
15
日
午
後
４
時
過
ぎ
、
市
内
各

地
を
雷
雨
・
突
風
・
雹
が
襲
い
ま
し
た
。

突
然
の
災
害
は
、
市
の
基
幹
産
業
で
あ

る
果
樹
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。

　

風
速
25
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
突
風
が

吹
き
荒
れ
た
山
梨
地
域
（
旧
山
梨
市
）

で
は
、
収
穫
を
間
近
に
迎
え
た
桃
が
落

ち
て
し
ま
う
な
ど
、
果
樹
農
家
は
大
き

な
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
市
内
各
地
で
倒
木
、
崩

落
、
停
電
、
浸
水
な
ど
60
件
を
超
え
る

被
害
が
寄
せ
ら
れ
、
市
で
は
区
長
や
市

民
か
ら
の
情
報
を
得
な
が
ら
対
応
を
行

う
と
と
も
に
、
危
機
管
理
対
策
会
議
を

開
き
、
被
害
状
況
の
確
認
と
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

農
業
被
害
に
つ
い
て
は
、
フ
ル
ー
ツ

山
梨
農
業
協
同
組
合
に
お
い
て
被
害
状

況
の
調
査
・
確
認
が
さ
れ
、
同
組
合
か

ら
報
告
と
農
家
へ
の
支
援
要
望
書
が
市

に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
市
議
会
か
ら
の
要
請
も
受
け
、

市
で
は
、
次
の
と
お
り
支
援
策
を
決
定

し
ま
し
た
。

■
被
害
農
家
へ
の
農
薬
代
の
補
助

　

10
ア
ー
ル
あ
た
り
１
，
０
０
０
円
を

　

補
助
す
る
。

■
災
害
資
金
へ
の
利
子
補
給

　

借
り
入
れ
利
率
の
う
ち
、
利
率
０
・
５

　

分
を
利
子
補
給
す
る
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

農
林
課
農
林
担
当　

☎
�
３
１
１
１

　
（
内
線
１
２
３
、１
２
５
）

７
月
15
日
の
突
風
・
降
こ
う
ひ
ょ
う雹に
よ
る

農
業
被
害
へ
の
支
援
を
決
定

　
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
を
迎
え
た

８
月
３
日
、
市
で
は
、
身
近
な
存
在
で

あ
り
な
が
ら
普
段
あ
ま
り
意
識
す
る
こ

と
の
な
い
道
路
に
つ
い
て
、
そ
の
役
割

お
よ
び
重
要
性
を
再
認
識
し
て
も
ら
う

と
と
も
に
、
も
っ
と
道
路
を
自
分
た
ち

の
も
の
と
し
て
考
え
活
用
し
て
も
ら
お

う
と
、
道
路
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
午
前
７
時
30
分
か
ら
市
長
、

県
峡
東
建
設
事
務
所
長
、
お
よ
び
県
と

市
の
職
員
が
Ｊ
Ｒ
山
梨
市
駅
前
に
お
い

て
チ
ラ
シ
と
花
の
種
を
配
布
し
、「
普

段
利
用
し
て
い
る
道
路
を
大
切
に
」
と

通
勤
・
通
学
者
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】

建
設
課
管
理
担
当　

☎
�
１
１
１
１(

内
線
２
６
５
、２
６
６)

「
た
だ
い
ま
と　

今
日
も
笑
顔
で　

帰
る
道
」

(

平
成
18
年
度
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
推
進
標
語
最
優
秀
賞
作
品
よ
り)

駅
前
で
、
職
員
と
共
に
利
用
客
に
チ
ラ
シ

を
配
り
な
が
ら
呼
び
か
け
る
中
村
市
長
。

強風にあおられて折れてしまった桃の木。
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「
国
民
保
護
計
画
」
策
定
に
向
け

山
梨
市
国
民
保
護
協
議
会
を
設
置

自
主
防
災
組
織
指
導
者
講
習
会
を
開
催

　

市
で
は
、
８
月
９
日
、
市
民
会
館
に
お

い
て
自
主
防
災
組
織
指
導
者
講
習
会
を
開

催
、
各
地
区
区
長
、
市
内
事
業
所
の
代
表

者
や
施
設
管
理
者
な
ど
、
約
１
６
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

講
習
会
で
は
、
山
梨
消
防
署
職
員
に
よ

る
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
の
講
演
、
続

い
て
応
急
救
護
訓
練
が
行
わ
れ
、
参
加
者

は
三
角
巾
を
使
っ
た
止
血
や
担
架
の
作
り

方
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

消防署員から三角巾の使い方を教わる参加者

市長から委員一人一人に委嘱状が手渡された。

　

市
で
は
、
８
月
10
日
、
市
役
所
に
お
い

て
第
一
回
山
梨
市
国
民
保
護
協
議
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
議
会
は
、
平
成
16
年
９
月
17
日

に
施
行
さ
れ
た
「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お

け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す

る
法
律
」（
以
下
「
国
民
保
護
法
」）
に
お

い
て
、
市
町
村
に
お
け
る
「
国
民
保
護
計

画
」
の
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
た
こ
と
を

受
け
て
、
関
係
機
関
の
協
力
を
得
る
た
め

設
置
し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
協
議
会
に
先
立
ち
、
27
人
の

委
員
に
市
長
が
委
嘱
状
を
交
付
、
続
い
て

担
当
課
が
「
国
民
保
護
法
」
の
説
明
と
協

議
会
の
役
割
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
の
「
国
民
保
護
計
画
」
は
、
平
成
18

年
度
中
の
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お

り
、
市
で
は
、
今
後
、
協
議
会
の
意
見
を

得
な
が
ら
、
年
度
内
に
計
画
を
策
定
し
て

い
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

総
務
課
行
政
防
災
防
犯
担
当

　

☎
�
１
１
１
１
（
内
線
２
２
７
）

　

ま
た
、「
発
生
の
切
迫
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
東
海
地
震
を
想
定
し
、
市
役
所
で

は
９
月
１
日
、防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

区
、
自
治
会
、
事
業
所
な
ど
で
も
普
段
か

ら
防
災
意
識
を
持
ち
、
今
日
の
講
習
内
容

を
広
げ
る
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み
で
自
主
防

災
活
動
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。」
と

防
災
担
当
職
員
が
お
願
い
し
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】
総
務
課
行
政
防
災
防
犯

担
当　

☎
�
１
１
１
１
（
内
線
２
２
７
）

役職名 氏���　　�名 所属団体役職等
会��　�長 中村　照人 市長
職務代理 小林　勝己 市助役������（４号委員）

１号��委員 廣瀬　昌由 国土交通省関東地方整備局甲府河川国道事務所長
１号��委員 大堀新太郎 気象庁���������甲府地方気象台次長
２号��委員 坂田　順彦 陸上自衛隊第 1 特科隊長
３号��委員 大村　憲一 県峡東地域県民センター所長
３号��委員 網野　通樹 日下部警察署長
５号��委員 堀内　邦満 市教育長
５号��委員 中山　信猛 東山梨消防本部消防長
６号��委員 三富　秀樹 市総務課長
７号��委員 塙　　清治 山梨郵便局長
７号��委員 小穴　美仁 東日本旅客鉄道㈱山梨市駅長
７号��委員 土橋　幸司 東京電力㈱甲府支社総務課長
７号��委員 佐野　　勉 NTT 東日本山梨支店設備部災害対策室長
７号��委員 高木　晴雄 （社）山梨県 LP ガス協会日下部支部長
７号��委員 五味　政治 ( 社 ) 山梨県トラック協会峡東副支部長
８号��委員 田草川美根夫 市区長会長
８号��委員 飯島　幹夫 市医師会長（東山梨医師会）
８号��委員 谷口　貴子 峡東看護研究会長
８号��委員 廣瀬　久信 フルーツ山梨農業協同組合長
８号��委員 藤巻　豊彦 市消防団長
８号��委員 野沢　重幹 市商工会長
８号��委員 松川　豊子 市女性団体連絡協議会長
８号��委員 前島　一彦 市社会福祉協議会長
８号��委員 波木井なつ子 市赤十字奉仕団委員長
８号��委員 内田���　��光司 市建設協力会長
８号��委員 奥井　嘉和 市水道組合長
８号��委員 大村　　彰 市電設協力会長

■山梨市国民保護協議会委員 （順不同、敬称略）

※国民保護協議会の委員は、国民保護法第40条により区域内の「指定地方行政機関職員」「自衛隊所属者」「県
職員」「助役」「教育長・消防長」「市職員」「指定公共機関・指定地方公共機関職員」「知識・経験を有する
もの」の８つの区分に分かれている。
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市
で
は
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
心

身
の
健
全
な
発
達
と
明
る
く
豊
か
な
市
民

生
活
の
形
成
を
考
え
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、「
山
梨
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
」

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
審
議
会
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
で

教
育
委
員
会
も
し
く
は
自
治
体
の
長
の
諮

問
に
応
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
関
す
る

重
要
事
項
に
つ
い
て
調
査
審
議
し
建
議
す

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
、
都
道
府
県
に

は
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

市
町
村
単
位
で
は
「
設
置
す
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

７
月
20
日
、
市
民
総
合
体
育
館
で
開
催

し
た
第
１
回
会
議
で
は
、
教
育
委
員
会
が

選
出
し
た
12
人
の
委
員
に
委
嘱
状
を
交
付

し
、
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
へ
の
協
力
を
お

願
い
し
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】

社
会
体
育
課
社
会
体
育
担
当

（
市
民
総
合
体
育
館
内
）
☎
�
５
６
０
０

ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
を
設
置
し
ま
し
た

役　職 氏　　名
会　長 鶴田　正樹
副会長 飯島　國子
副会長 林　　正文
委　員 大宮山　磐
委　員 森田今朝一
委　員 日原　元之
委　員 網野　��　�久
委　員 根津　��　�潔
委　員 渡辺　一仁
委　員 向山　誠治
委　員 岩下　英一
委　員 金井　��　�弘

■山梨市スポーツ振興審議委員

（順不同、敬称略）

審
議
会
に
下
水
道
使
用
料
の
検
討
を
諮
問

　

市
で
は
、
８
月
９
日
、
山
梨
市
下
水
道

審
議
会
を
設
置
、
市
役
所
会
議
室
に
お
い

て
10
人
の
委
員
を
委
嘱
し
、
下
水
道
事
業

に
つ
い
て
の
審
議
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

下
水
道
事
業
は
、
合
併
後
の
料
金
の
統

一
と
市
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
経
営

の
健
全
化
を
図
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

第
一
回
協
議
会
で
は
、
下
水
道
事
業
の

維
持
管
理
経
費
を
ま
か
な
う
下
水
道
使
用

料
の
検
討
に
つ
い
て
、
審
議
会
に
諮
問
。

ま
た
、
事
務
局
で
あ
る
下
水
道
課
職
員
が

市
下
水
道
事
業
の
経
過
と
現
状
に
つ
い
て

委
員
に
説
明
し
ま
し
た
。

　

市
の
下
水
道
事
業
は
、
昭
和
53
年
に
県

の
「
峡
東
流
域
下
水
道
計
画
」
と
相
応
し

て
計
画
を
策
定
、
昭
和
54
年
よ
り
事
業
に

着
手
し
、
平
成
元
年
（
牧
丘
地
域
は
平
成

４
年
）か
ら
一
部
地
域
の
供
用
を
開
始
し
、

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
今
回
の
諮
問
に
対
し
、
11
月

上
旬
ま
で
に
調
査
・
審
議
を
経
て
答
申
を

い
た
だ
く
予
定
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
下
水
道
課
管
理
担
当　

　

☎
�
１
１
１
１
（
内
線
１
８
４
）

役　職 氏　　名 所属団体役職等
会　長 田草川美根夫 市区長会長
職務代理 廣瀬　義一 前市助役
委　員 雨宮　　巧 市議会建設経済委員長
委　員 雨宮　武彦 市青年会議所理事長
委　員 金井ひろゑ 市男女共同参画推進委員
委　員 仲澤　正巳 市議会議長
委　員 中村　昌訓 市都市計画審議会会長
委　員 古屋　捷朗 市区長会諏訪地区理事
委　員 松川　豊子 市女性団体連絡協議会会長
委　員 山田　　稔 市議会総務常任委員長

■山梨市下水道審議会委員

( 敬称略、あいうえお順 )

　♥♥♥善意を
　　　ありがとう♥♥♥
▼社会福祉資金として　
　　丸山賢介　様 ( 下石森 )
　　　　　……………150,000 円
　　雨宮俊彦　様 ( 大野 )
　　　　　……………200,000 円
▼牧丘・三富地域の小学校へ
　　日野原艶子　様 ( 牧平 )
　冊子「焼山峠の子授け地蔵さん」
　　　　　………………… 15 冊

【
市
制
祭
の
お
知
ら
せ
】

【
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
】【
市
長
と
の
対
話
コ
ー
ナ
ー
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

18
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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「
子
ど
も
議
会
」
開
催
に
向
け
て

議
員
を
任
命

小
学
校
英
語
活
動
推
進
協
議
会
を
開
催

役職名 学校名（職名） 氏　名
委員長 牧丘第二小学校長 武井今朝英
副委員長 山梨北中学校長 窪川　義徳
副委員長 日川小学校教頭 市川　史子
委　　員 加納岩小学校 一瀬　麻子
委　　員 日下部小学校 小野眞理子
委　　員 後屋敷小学校 小林みずほ
委　　員 日川小学校 重田久美子
委　　員 山梨小学校 小幡　香織
委　　員 八幡小学校 腰巻笑里美
委　　員 堀之内小学校 近藤　睦江
委　　員 岩手小学校 丸田みどり
委　　員 牧丘第一小学校 向山　　敢
委　　員 牧丘第二小学校 青柳　仁美
委　　員 牧丘第三小学校 三森　瑠里
委　　員 三富小学校 手塚　淳子
委　　員 山梨南中学校 辻　　純二
委　　員 山梨北中学校 大村　　隆
委　　員 笛川中学校 水上かおり
委　　員 ＪＴＥ 深澤ひとみ
委　　員 ＪＴＥ 関　涼歩子

委員（アドバイザー） 山梨大学 古家　貴雄
委員（アドバイザー） 山梨大学 田中　武夫
委員（アドバイザー） 教育事務所 泉　　久功
顧　　問 教育長 堀内　邦満

※ＪＴＥ……日本人小学校英語指導員

■山梨市小学校英語活動推進協議会委員（敬称略）

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
ほ
ど
小
学

校
英
語
活
動
地
域
サ
ポ
ー
ト
事
業
推
進
協

議
会
を
設
立
、
７
月
20
日
、
市
民
会
館
に

お
い
て
、
委
嘱
状
の
交
付
と
協
議
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
平
成
15
年
度
か
ら
小
学
校
で

英
語
活
動
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
が
、「
い

つ
で
も
、
ど
の
先
生
も
、
ど
の
学
校
で
も

英
語
活
動
が
展
開
で
き
る
統
一
し
た
『
年

間
指
導
計
画
』『
指
導
案
』」
の
作
成
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
国
の
事
業
を
取
り
入
れ
、

今
年
度
に
「
年
間
指
導
計
画
」「
指
導
案
」

な
ど
の
試
案
を
作
成
、
来
年
度
は
実
践
・

修
正
を
行
い
、
年
度
末
に
は
完
成
さ
せ
た

い
旨
の
説
明
を
事
務
局
か
ら
委
員
に
説
明

し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
日
程
や
内
容
な
ど
に
つ
い
て

各
委
員
の
意
見
を
聞
き
、
山
梨
大
学
の
２

人
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
専
門
的
な
角
度

か
ら
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

協
議
会
で
は
、
こ
れ
か
ら
月
１
、２
回

の
ペ
ー
ス
で
会
を
開
催
し
、
研
修
や
先
進

自
治
体
の
視
察
も
行
う
予
定
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
学
校
教
育
課
学
校
教
育

担
当　

☎
�
５
３
５
５　
　

　

市
お
よ
び
市
教
育
委
員
会
で
は
、
８
月

９
日
、
市
民
会
館
に
お
い
て
、
こ
の
秋
実

施
す
る
「
子
ど
も
議
会
」
の
た
め
の
議
会

議
員
の
任
命
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
議
会
」
の
議
員
は
、
市
内
各

小
中
学
校
か
ら
２
人
ず
つ
選
ば
れ
、
全
員

で
30
人
。
こ
の
日
は
、
中
村
市
長
か
ら
子

ど
も
た
ち
一
人
一
人
に
任
命
書
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
議
会
は
、
子
ど
も
た
ち
に
、
活
動

を
通
し
て
市
の
行
政
や
市
議
会
の
し
く
み

を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
企
画
さ
れ
た
も
の

で
す
。
ま
た
、
自
ら
考
え
仲
間
と
話
し
合

い
、
自
由
な
発
想
と
視
野
か
ら
と
ら
え
た

い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
提
言
し
、
身
の
回
り

の
地
域
や
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
幅

広
い
問
題
に
つ
い
て
、
子
ど
も
た
ち
が
共

に
考
え
学
ぶ
場
で
も
あ
り
ま
す
。

　

任
命
式
の
あ
と
開
か
れ
た
第
１
回
準
備

会
で
、子
ど
も
た
ち
は
「
教
育・文
化
」「
建

設
・
ま
ち
づ
く
り
」「
生
活
環
境
・
福
祉
・

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
」「
産
業
・
観
光
・
農

林
業
」「
自
然
」「
環
境
」
の
６
つ
の
分
野

に
分
か
れ
、
議
会
で
の
質
問
・
提
案
の
内

容
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
内
に
は
同
じ
学
校
か
ら
来
た

仲
間
が
い
な
い
た
め
、
最
初
は
緊
張
気
味

の
子
ど
も
た
ち
で
し
た
が
、
時
間
が
経
つ

に
つ
れ
表
情
が
和
み
、
発
言
も
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
10
月
29
日

に
開
催
さ
れ
る
「
子
ど
も
議
会
」
に
向
け

て
、
質
問
・
提
案
の
原
稿
作
り
や
議
場
の

見
学
、
リ
ハ
ー
サ
ル
な
ど
準
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
担
当
（
市
民
会
館

内
）　

☎
�
９
６
１
１

活発な意見が寄せられた協議会
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　８月号で、「『交流、定住』、『自然との共生』、『生
活基盤の整備』の観点からまちづくりを考えてみ
てはどうでしょうか」ということを書きましたが、
今回は、この３つの視点からまちづくりを考えて
みます。
☆交流、定住
　人は、他の人との関わりを持って普段の生活を
しています。人と人との関わりをうまくできるよ
うにするのも、まちづくりのひとつです。
　交流、定住にもいろいろあります。

◉地域の中での交
流　
◉世代間の交流　
◉次世代の定住
◉都市部と郊外の
交流　
◉観光客との交流

◉農業体験　◉農業、商業、工業の交流　
◉歴史、文化の共有など……　
　山梨市には、都市部のすぐそばに果樹園などの
農村風景が広がり、さらに広大な面積の森林、笛
吹川などの優れた自然環境があります。また、歴
史的に重要な資源がたくさんあります。これらを
有効に活用したり、適正な土地利用を進めること
で、さまざまな交流や定住を図ることができるの
ではないでしょうか。
☆自然との共生
　自然にはいろいろな効用があります。自然にふ
れることで、癒されることもあります。きれいな
川で遊べば、いろいろな発見もできます。

　自然との共生の
例をあげると、
◉森林セラピー　

◉登山　◉野生動物との共生◉自生植物の保護　
◉河川の清掃活動◉川遊び　◉地産地消　◉地元
の木材の使用など……
　山梨市の面積の 80％は森林です。また、笛吹
川が市を貫いて流れています。これらの自然と共
生したり、活用できることは、山梨市の誇りでは
ないでしょうか。
　新エネルギーの活用や、公共交通機関の利用な
ど環境負荷の軽減を図ることも大事なことです。
☆生活基盤の整備
　まちづくりにおいて、安心して暮らせることや、
移動がスムーズにできることなど生活基盤の整備
は基本となるものであり、重要なことです。
　生活基盤といえば
◉道路の整備　◉公園の整備　◉ライフラインの
整備　◉危険な場所の解消　◉適正な土地利用の
促進　◉公共施設の整備　◉歩道のバリアフリー
化など……
　山梨市では、駅前の区画整理や都市計画道路の
整備などを行っています。市街地のにぎわいの
再生や、よりよい
街なみの形成、災
害防止からも生活
基盤の整備を進め
ていくことは重要
なことではないで
しょうか。
　市民のみなさま
のご意見、提案をお待ちしています。

【意見・問い合わせ】　都市計画課都市計画担当
☎� 1111（内線 273）

まちづくりの視点

【まちづくりのことば⑥】土地利用
　都市計画では、住みよいまちづくりを行うため、地域ごとに土地の使い方や、建物の建て方について、ルールを決めています。
これを「用途地域」といっています。住宅地には工場を建ててはいけないとか、商業地には、商店などの施設を集めます。建物
の高さや大きさも範囲が決めてあります。こうすることで、生活環境が整えられたり、効率的な都市の活動ができるようになっ
ていきます。これからは、景観、環境のこともあわせて検討していくことが必要です。
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第7回やまなしし

子どもフェスティバル
Yamanashi City Children Festival

パトカー搭乗体験。
どう、似合う？

手形を記念にペタッ！

お父さんと積み木で
楽しく遊びました。→

思わずドキドキハラハラ……。
人形劇「ジャックと豆の木」

カエルのように
跳ねるおもちゃに
大喜び。→

すてきな作品がいっぱい。
育児サークルの展示コー
ナー↓

←「かわいいっ！」
見ている顔もほころ
びます。山梨高校の
学生も参加。赤ちゃ
んとふれあいました。

「わあ～い、モンチッチだ !!」
握手会は大行列。

歌に合わせて踊ります。
ステージと客席が一体に
なった楽しいひととき。

楽しいステージを魅せてくれたびゅーちふるずとモンチッチ

　「やまなししの子どもたち、みんなあつまれ
～！」８月５日、市民会館で開かれた子どもフェ
スティバル。
　おもちゃの交換「かえっこ」では好みのおもちゃ
を真剣に探し、人形劇や紙芝居では物語の主人公
と一緒にドキドキ！と、あちこちの会場で繰り広
げられるイベントに子どもたちの瞳はキラキラ。
　歯磨き指導やなんでも相談コーナー、子育て
サークルの紹介など、保護者にもうれしい催しも
用意され、この日の会場は多くの親子連れでにぎ
わいました。

　フェスティバルの最後は、山梨市牧丘町出身の桜チョメ吉さん率い
るハッスルサラリーマンバンド”びゅーちふるず”による「モンチッ
チとうたおうコンサート」。おなじみのモンチッチが登場すると、子
どもたちは大喜び！ステージと一緒に歌って踊って大はしゃぎ。
　会場に笑顔と歓声があふれ、子どもフェスティバルを明るく締めく
くりました。
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金子文子没後 80 周年記念事業　（７月 23 日）　

鼓川温泉灯ろうまつり　（８月 6 日）

牧丘一小児童が育てた花をプレゼント（７月 25 日）

没後80周年を偲んで
多くのファン集まる

きれいなお花を
ありがとう！

海での体験で
夏休みの思い出づくり

地域みんなでまつり
を盛り上げます

夏の自然探偵団（７月 29・30 日）

　関東大震災直後の混乱期に夫の朴
ぼく

烈
れつ

とともに保護検束され、大逆罪で
死刑宣告を受け（後にえん罪だった
と明らかになる）、獄中で自らの命を
絶った金子文子。没後 80 年の命日
となるこの日、彼女の 23 年の生涯
を偲ぶ「文子忌」が、幼少期を過ご
した牧丘町で行われました。
　当日は、100 人を越す文子ファン
が同町大室地区の文学碑前に集まり
ました。参列者を代表して、堀内山
梨市教育長や小沢県生涯学習推進セ
ンター所長らが「没後 80 年に想う」
と題したそれぞれの思いを発表。
　続いて、参列者一人一人が文学碑

に花を供え、「鎮魂ー私の金子文子ー」
と題した舞踏が現代舞踏家平

ひ ら が え つ こ

賀悦子
さんによって捧げられました。
　第二部では、総合会館に会場を移
し、女性史研究家鈴

す ず き ゆ う こ

木裕子さんによ
る講演「アジアの女性の目から見た
金子文子」が行われ、多くの人々が
金子文子の波乱に富んだ一生や、文
子が生涯守り続けた「絶対平等の思
想」について、熱心に聴いていました。

鎮魂の舞踏を真剣な眼差しで見つめる参列者

　地域開催となり、会場を西保スポー
ツ広場に移しての灯ろうまつりは、
これまでの屋台に加え、カラオケ大
会や盆踊りなどを盛り込みんだ新し
い雰囲気の祭りとなりました。
　流しそうめんでは、子どもたちが
楽しそうに麺をすくい上げ、食べき

昼の部のメインはやっぱり流しそうめん！

　牧丘第一小学校の児童が、「道の駅
まきおか」「山梨市役所牧丘庁舎」な
ど学区内の施設に、授業の合間にみ
んなで育てたサルビアやマリーゴー
ルドの鉢植えを贈呈しました。
　児童たちは鉢植えを各施設に自ら
の手で設置し、「私たちが一生懸命育

てた花です。ときどき水をやりにも
来ますが、大切に育ててください。」
と職員にお願いしました。

牧丘庁舎を訪れた牧丘第一小学校児童 手作りアイスクリームの味はどうかな？

れないほどのそうめんをほおばって
いました。夜には灯ろうに灯

ひ

がとも
り、お祭りを彩りました。

赤松保存作業　（７月 30 日）

万力公園の赤松を
守ろう
　樹齢 400 年以上、万力公園万葉の
森のシンボルとも言える貴重な赤松
を保存する活動を行っている「赤松
保存会」。
　この日、会員らは早朝から万力公
園に集合し、赤松の根を守るチップ
の散布を黙々と行いました。

流れる汗をぬぐいながらの作業

　㈳��������������山梨青年会議所と生涯学習課の
共催によ������������り�����������静岡県熱海市にて開催さ
れた「夏の自然探偵団」������。�����海水浴、野
外炊事、アイスクリームづくり体験
などのプログラム��������に、������子どもたち�は
夢中になって取り組�����みま���した。
　���������������海釣りで�����������は、���������大きな魚を釣り上げ
た���������������友だちに�����������、あちこちから大きな歓
声があがっていました。�����一泊二日の
集団生活・宿泊体験�������を通し����、楽しい
夏休みの思い出ができた�����ようです�。
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花かげ子ども音楽祭（7 月 29 日）

山梨市子どもクラブ球技大会　（８月６日）

日下部少年野球スポーツ団　県大会出場（７月 29 日）

夏の巡回公演　（８月６日）

万力公園「動物飼育教室」　（８月７日・14 日）　

少年野球
球児たちの熱い夏！

練習の成果を
披露しました

楽しい時間
過ごせたかな？

小学生が動物と
ふれあい体験

地区の代表チームが
スポーツで交流

　７月 15・16 日の２日間、市内少
年野球団９チームが参加し、第２回
山梨市少年野球大会が行われました。
　この大会は、第 43 回山日ＹＢＳ
杯山梨県少年野球大会山梨地区大会
も兼ねており、熱戦を勝ち抜いて優
勝を手にした日下部少年野球スポー
ツ少年団は、山梨地区代表として大
会に出場。7月29日小瀬野球場にて、
上野原地区代表の Y・S フェニック
スと対戦しました。
　白熱する攻防戦を繰り広げた勝負
は互角の戦い！最後までねばった日
下部スポ少ナインでしたが、結果は
４－５の惜敗。１点差で勝利を逃し

た選手たちはとても悔しそうでした
が、精一杯戦った球児たちにスタン
ドから大きな拍手が送られました。

県大会で堂々と入場行進

ヒットを打つ日下部スポ少選手

　万力公園動物園で夏の恒例行事と
なった小学生動物飼育教室。
　参加した子どもたちは、動物園職
員に仕事を教えてもらいながら、餌
を作ったり園内の清掃を行いました。
　うさぎに野菜を直接食べさせる体
験では、最初こそおぼつかなかった

ものの、餌を食べるかわいい表情を
見るとすぐに慣れ、動物とのふれあ
いを楽しんでいました。

決まるか？フェイント攻撃

ほら、エサだよ。おいしいよ～！

　市民総合体育館にて行われた大会
には各地区地域の予選を勝ち上がっ
たチームが参加。２種目に分かれて
優勝を目指し、競い合いました。
　チームは小学生と中学生の混合で
構成され、中学生が小学生に優しく
アドバイスをしている姿が印象的で
した。
優勝チーム《ソフトボール》三富、《ソフ
トバレー》男子＝岩手、女子＝小原３区

　花かげホールの夏の恒例イベント
となった「花かげ子ども音楽会」。
　今年は 35 組の子どもたちが出演。
この日を楽しみにしていた子どもた
ちは、ピアノやバイオリンの演奏な
ど、日頃の練習の成果を披露。一生
懸命に演奏する姿に、会場からは大
きな拍手が送られていました。

　「子どもにとってよりよい文化とは
何か」をテーマに 50 年以上前から
活動している都留文科大学児童文化
研究部による「夏の巡回公演’06」。
　この日、会場を訪れた親子連れは、
学生手づくりの影絵劇や大型紙芝居、
人形劇などを真剣な表情で見入って
いました。一緒に踊った「ゴリラの
ダンス」では、子どもたちは「おも
しろ～いっ！」と叫びながら、一生
懸命お兄さんお姉さんのまねをして
体を動かしていました。

大きな鬼の人形に子どもたちはびっくり！

みんなで仲良くヴァイオリンを演奏
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第 49 回笛吹川県下納涼花火大会＆盆踊り　（７月 28 日）

文化庁　本物の舞台芸術体験事業　（８月２日） 防犯診断（８月７日）

地域の安全のために
頑張っています

夏の風物詩、
盆踊り＆大輪の花火

子どもたちも
舞台を体験しました

　山梨市の夏、一番のイベントであ
る花火大会。そして、花火の前のイ
ベントとして定着した盆踊り。
　今年も駅前から市役所まで、華や
かな盆踊り行列が繰り出しました。
　あたりが暗くなり、花火の打ち上
げが始まると、次々に打ち上げられ
る色とりどりの花火と大迫力の音に
歓声があがり、大勢の観客が夏の夜
のひとときを楽しんでいました。

　８月７日夜、日下部警察署・防犯
協会日下部支部と地元消防団員が地
域の犯罪・火災予防のため、地域を
巡回しました。
　市内では、毎年収穫時期の果物を
狙った犯罪が発生しますが、今年は
さらに団地駐車場で何台もの車が被
害にあう事件も発生しています。
　消防団員らは、地域ごとに巡回を
実施、防犯・防火診断カードを置き、
盗難・火災の被害にあわないように
注意を呼びかけました。

　「生の舞台を見てみたい、舞台に
立って演じたい」と思う気持ちを育
てようと行っているこの事業。
　花かげホールで開催された「上方
寄席芸能」では、古典・新作落語の
ほか、パペット落語や曲芸「太

だいかぐら

神楽」
などが披露されました。
　落語入門講座では子どもたちが舞
台に登場、落語独特の小道具の使い
方や効果音の出し方を習いました。

今年も色とりどりの花火が夜空を彩りました

揃いの浴衣姿がとてもきれいな盆踊りの行列

夏休みパソコン教室（８月７日～）

パソコンの操作、
おぼえたよ！

　市情報通信センターで４日間にわ
たり行われた「夏休みパソコン教室」。
　小学生 19 人が参加し、パソコン
の使い方を学び、インターネットを
使ったり、パソコンで絵を描いて自
分だけのシールを作ったりしました。
　マウスを使ってのパソコン操作に
最初は悪戦苦闘の子どもたちでした
が、あっという間に慣れ「とっても
楽しかった」と、満足そうでした。パソコンの画面を見つめる眼、みんな真剣ですね

扇子を使って、そばをすする動作に挑戦！

これから防犯診断に出かけます

もりフォーラム　（８月２日）

志村助教授による講演

森林浴の森全国
協議会が行われました
　山梨市民会館で開催された協議会
では、総会の後、山梨労働衛生セン
ター所長の金子 誉

たかし

医師と東京医科歯
科大学大学院の志村則夫助教授がそ
れぞれ医療の立場から森林活用につ
いて講演を行いました。
　また、中村市長による大会宣言と
記念植樹も行われました。



チャレンジ！

　山梨市
山梨市長　中村照人
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５
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ー
ジ
）。

　

今
後
と
も
、
万
般
に
わ
た
り
市
民
の

安
全
、
安
心
確
保
の
た
め
、
全
庁
的
取

り
組
み
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

オ
ー
チ
ャ
ー
ド
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
・
フ
フ
を

支
援
す
る
会
発
足

　

８
月
８
日
、
牧
丘
地
区
有
志
の
皆
さ

ん
が
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

・
活
性
化
を
支
援
す
る
た
め
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
施
設
お
よ
び
周
辺

整
備
を
進
め
る
。

・
研
修
し
、
自
ら
考
え
、
自
ら
行
動
し

継
続
し
て
活
動
す
る
。

・
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
市
に
提
案
し
、

都
市
と
の
交
流
拠
点
と
し
て
の
方
向
性

を
見
出
す
。

こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
休
業
中
の
同
施
設
を
ど
の
よ
う

に
生
か
し
て
い
く
の
か
、
地
域
の
皆
さ

ん
が
自
主
的
に
考
え
行
動
し
て
い
た
だ

く
こ
と
は
歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
、
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
の
第
一
歩
を
歩
み
だ
し

ま
し
た
。

　

７
月
23
日
に
は
、
地
元
の
方
々
、
観

光･

農
林･

牧
丘
支
所
の
職
員
な
ど
50

人
余
が
同
施
設
の
草
刈
り
を
し
ま
し
た
。

　

広
大
な
面
積
と
繁
茂
し
た
草
は
相
当

な
も
の
で
す
が
、
人
の
手
数
は
威
力
を

発
揮
し
ま
す
。
作
業
を
終
え
る
頃
に
は

か
な
り
の
面
積
の
草
刈
り
が
で
き
ま
し

た
。
地
元
の
方
々
も
こ
の
施
設
を
何
と

か
生
か
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。　

　

８
月
７
日
に
は
、
市
有
林
（
水
口
）

の
整
備
を
「
ラ
イ
オ
ン
㈱
」
と
提
携
調

印
し
ま
し
た
。企
業
と
自
治
体
の
交
流
、

都
市
と
農
村
の
交
流
を
考
え
る
と
、
意

義
あ
る
第
一
歩
と
考
え
ま
す
（
２
ペ
ー
ジ
）。

　

ま
た
、
青
年
会
議
所
有
志
は
、
20
日
、

牧
丘
地
内
か
ら
大
弛
峠
ま
で
の
ヒ
ル
ク

ラ
イ
ム
走
行
会(

自
転
車
の
山
登
り)

を
開
催
。

　

空
き
家
を
活
用
し
た
都
市
と
農
村
の

交
流
推
進
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
、
秩
父
裏

街
道
整
備
…
…
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
地

域
特
性
を
生
か
し
た
地
域
活
性
化
策
が

稼
動
し
始
め
て
い
ま
す
。

　

オ
ー
チ
ャ
ー
ド
も
指
定
管
理
者
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
の
撤
退
に
よ
り
今
は
閉
業
中

で
す
が
、こ
れ
ら
の
施
策
展
開
と
併
せ
、

厳
し
い
条
件
下
で
は
あ
り
ま
す
が
生
か

せ
る
方
法
を
見
出
し
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。

危
機
管
理
対
策
会
議
な
ど
の
状
況

地元有志が発足させた「オーチャードヴィレッジ・
フフ」を支援する会 (８月８日・久保公民館 )



安全・安心のまちづくり
こんにちは、日下部署です。【日下部警察署　☎�0110】

専門交通指導員の

ワンポイント・アドバイス 総務課行政防災防犯担当
☎� 1111( 内線 229)

交
通
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
運
転
は　

人
に
社
会
に

　
　
　
　
　
　
　

思
い
や
り
」

日下部警察署管内
　　　交通事故発生状況
　　　　　　　〔７月末日現在〕

人身交通事故………………145件
	 ( 前年比 -20件 )
死者…………………………… 2人
	 ( 前年比+2人 )
負傷者………………………180人
	 ( 前年比 -27人 )
物損交通事故………………305件
	 ( 前年比 -79件 )

広報やまなし 2006.9-17

秋の全国交通安全運動
期　間：９月 21 日㈭～９月 30 日㈯
運動の基本：高齢者の交通事故防止
運動の重点
・夕暮れ時の夜間の歩行中・自転車乗車中
の交通事故防止 ( 特に子どもと高齢者を
中心として：全国重点 )
・後部座席を含むシートベルトとチャイル
ドシートの正しい着用の徹底 ( 全国重点 )
・飲酒運転など悪質・危険な運転の追放
( 本県重点 )

　現在、山梨県は交通死亡事故が多発し
ており、全国平均を大幅に上回る全国ワー
スト１位と誠に憂慮すべき状況です。
　特に高齢者の交通事故が多発していま
す。道路を横断するときは、心にゆとり
を持って渡りましょう。

シートベルト着用ステップアップ運動
第１回調査結果 ( ７月 28 日 )

調査場所：市役所前交差点
調査時間：午前７時 30 分～８時 30 分
運転席：88.0％(事前調査85.8％県内21位)
助手席：76.2％(事前調査54.5％県内30位)

■
ぶ
ど
う
泥
棒
に
ご
注
意
を

　

毎
年
、
こ
の
季
節
に
な
る
と
、
農
家

の
方
々
が
手
塩
に
か
け
て
育
て
た
ブ
ド

ウ
を
狙
っ
た
盗
難
事
件
が
多
発
し
ま
す
。                  

　

日
下
部
警
察
署
で
は
、
こ
う
し
た
犯
罪
の

発
生
を
防
止
す
る
た
め
警
戒
を
強
化
し
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　

　

住
民
の
み
な
さ
ん
、
ブ
ド
ウ
畑
な
ど
で
不

審
車
両
や
不
審
者
を
見
か
け
た
ら
、
当
署
に

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
！  

■
家
出
少
年
の
早
期
発
見
を 

　

夏
休
み
期
間
中
お
よ
び
夏
休
み
明
け
の
時

期
は
、
家
出
を
す
る
少
年
が
増
加
し
て
い
ま

す
。

　

昨
年
こ
の
時
期
に
、
県
内
で
21
人
（
男
子

７
人
、
女
子
14
人
）
の
家
出
少
年
の
捜
索
願

い
が
あ
り
ま
し
た
。

　

家
出
の
主
な
原
因
は
、
遊
び
癖
か
ら
の
放

浪
癖
、
親
子
関
係
の
不
和
、
学
業
嫌
い
な
ど

で
す
。

　

少
年
の
家
出
は
、
心
身
と
も
未
熟
で
判
断

能
力
に
乏
し
い
た
め
、
家
出
中
に
非
行
に

走
っ
た
り
、
暴
力
団
の
餌
食
と
な
っ
て
被
害

を
受
け
る
な
ど
、
非
常
に
危
険
で
す
。

　

特
に
少
女
の
場
合
は
、
性
犯
罪
の
被
害
者

と
な
る
事
例
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

少
年
の
家
出
は
、
未
然
防
止
を
図
る
の
が

一
番
で
す
が
、
万
一
、
家
出
を
知
っ
た
と
き

は
、
家
出
人
捜　

索
願
を
出
し
て
早
期
に
発

見
保
護
す
る
こ
と
が
、
非
行
を
防
止
し
、
犯

罪
の
被
害
者
に
な
ら
な
い
決
め
手
で
す
。

　

深
夜
一
人
で
う
ろ
つ
い
て
い
る
な
ど
、
不

審
な
行
動
を
し
て
い
る
少
年
を
見
か
け
た
ら

「
一
声
」
掛
け
た
り
、
日
下
部
署
に
連
絡
す

る
な
ど
、
家
出
少
年
の
早
期
発
見
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
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福
祉
・
介
護

谷島酒店の末っ子里々子に
は、3人の姉と生まれなかった
弟がいて……。
うとましいけど憎めない、古ぼ
けているから懐かしい、変わら
ぬようで変わりゆく、そんな谷
島酒店一家のアルバム。

18世紀イギリス。全世界を支
配できる力が手に入るという
魔法品「ケルヴィム」が暗黒の
牧師の手に落ちた。世界は闇
に閉ざされてしまうのか。
少年トマスと幼なじみの少女
ケイト、そしてケルヴィムの鍵
を握る謎の少年が立ち上がる。

シャドウマンサー
　G.P.テイラー・作 亀井よし子・訳 【今月の注目本】

失語症は本人の言語機能のみならず、
身体的・心理的・社会的な多くの問題を
抱えている。
大学生の時に脳外傷によって失語症を
体験した著者が、言語聴覚士となるま
での道のりを書き綴る。
著者は、1961年山梨市牧丘町生まれ。

山梨市立図書館　万力1830(市民会館内)　☎㉒9600(月曜休館)

新着一般図書の紹介
日本の小説 
下北サンデーズ 石田　衣良
レディ,ゴー 桂　　望実
下町の迷宮、昭和の幻 倉阪鬼一郎
日本沈没第二部 小松左京・谷甲州
温室デイズ 瀬尾まいこ
ハピネス 獄本野ばら
静寂の子 谷村　志穂
赤い指 東野　圭吾
希以子 諸田　玲子
サンソンの祈り 薬丸　　岳
スピン 山田　悠介

文学・エッセイ・手記・外国の小説など 
新・風に吹かれて 五木　寛之
ブスの瞳に恋してる② 鈴木おさむ
隅っこの「昭和」 出久根達郎
うつし世の乱歩 平井隆太郎
善意の殺人 リチャード・ハル
その他・一般 
アンチエイジング・クッキング 白澤　卓二
はじめてのマイホーム 小川　智裕
大人のための野遊び術 おくやまひさし
水をいかしたインテリア・ガーデン 主婦の友社編
子どものためにできる１１１のこと 新元　朗彦

夜をゆく飛行機
　　　　角田　光代・著

失語症者、言語聴覚士になる
　平澤　哲哉・著

★上記以外にも新着図書があります。お問い合わせください。

【今月のおはなし会】
　時間：午前10時30分～11時
●乳幼児向き〔チェリー〕
　　 ……… ９月12日㈫
●幼児・低学年向き〔くれよん〕
　　 ……… ９月23日㈯

【開館時間】　午前９時～午後５時（金・土は午後７時まで）　　★休館日は、カレンダーで確認してね！★

山梨市市制施行記念式典を
10月15日㈰に挙行します。

　市では、市制祭の開催について各種団体代表者
の意見を伺い検討した結果、10月15日に決定し
ました。

【問い合わせ】
　秘書人事課秘書担当☎�1111(内線212）

９月の市長との対話

【日時・場所】

26 日㈫　午後１時 30 分～３時 30 分　山梨市役所

27 日㈬　午後１時 30 分～３時 30 分　牧丘支所

　※時間は１人（もしくは１グループ）30 分、　

限られた時間を有効に活用するため、事前申し　

込みをお願いします。

【申込・問い合わせ】

　総務課広聴広報担当☎� 1111

　( 内線 225、226)
　または各支所総務担当
　牧丘支所☎� 3111　三富支所☎� 2121

今年もタウンミーティング【まちづくり懇話会】
を開催します。日程など詳細については、来月
の広報でお知らせします。
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情　
報やまなし

2006.9

クマに要注意 !!
　昨年も全国でクマによる被害が多く発生しました。
　山や森に入ることは、クマの生活圏に入るという
ことです。クマと遭遇しないために十分な注意が必
要です。

【クマに遭
あ

わない工夫をしましょう】
■クマの行動が活発な朝夕や、霧が出ているときの
行動は避けてください。
■クマは聴覚が優れています。鈴、ラジオなど音が
するものを身につけ、人の存在を知らせてください。
　なお、水の流れがある場所、風の強い時や天候不
順の時は人の存在が伝わりにくいので、注意をして
ください。
■周辺に注意を払い、クマの足跡やフンを見つけた
ら引き返しましょう。
■子グマを見つけたらそっと立ち去りましょう（近
くに親グマがいます）。

【もしクマに遭ってしまった場合】
■クマを興奮・混乱させないためにも、騒ぐ、急に
立ち上がる、物を投げつけるなどの行動は絶対にや
めましょう。
■クマから離れる場合は、クマの動きを見ながらゆっ
くり後退してください。

　なお、背中を見せて逃げた場合、クマは「逃げるも
のを追う」習性があるので大変危険です。

【クマを引き寄せないために】
■人や里山にクマを引き寄せないためにも、残飯など
の生ゴミ、不要になった農作物、落下した果実は適切
に処分してください。食べ物のにおいが嗅覚の鋭いク
マを呼び寄せる原因となる場合もあります。残飯など
の味を覚えたクマは、人里周辺に生活が依存してしま
います。

※クマによって行動が違うため、万全な対策はありま
せん。山や森はクマの生活場所であるということを忘
れずに十分注意して行動してください。

　【問い合わせ】
　農林課農林担当☎� 3111（内線 123）

広瀬ダムからのお願い
　台風や大雨によりダムからたくさんの水を流すと
きは、ダム下流にある放流警報局から危険を知らせ
るためサイレンを鳴らし、放送をします。
　サイレンが鳴ったら、危険ですのですぐに川から
離れてください。
　サイレンは、左の図のように 3 分 50 秒の間鳴ら
します。火災のサイレンと間違わないようにしてく
ださい。
　なお、警報局の近くのみなさんにはご迷惑をおか
けしますが、ご理解をお願いします。

【問い合わせ】　山梨県広瀬・琴川ダム事務所
広瀬ダム管理課　☎� 2411

50 秒
鳴らす

10 秒
休む

50 秒
鳴らす

10 秒
休む

50 秒
鳴らす

10 秒
休む

50 秒
鳴らす

3 分 50 秒

■サイレンの鳴らし方

■放送文

　こちらは広瀬ダムです。
　上流の広瀬ダムより
　放流を開始します。
　川の水が急に増えて
　危ないので、
　注意してください。

放流のようす
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福
祉
・
介
護

～ 10 月 1 日、事業所・企業
　　統計調査を実施します～

お知らせ
～下水道接続のおねがい～

　��������������山梨市では、みなさ�����ん����のご協力
により、着々と下水道の整備が進
められ������������、�����������現在市全体で、整備面積
が約 605 �����������ヘクタール������、使用世帯数
3,814 世帯、利用率は 67.2％となっ
ています。
　��������������下水道整備の目的は、子���ども�た
ちが安心して水遊びのできるきれ
いな川や海をとりもどすことです。
　��������������せっかく下水道へ接続できるよ
うに地域が整備されても、みなさ
ん��������������に下水道に接続していただかな
ければ、きれいな水はとりもどせ
ません。
　���������������美しい自然を守り、さわやかで快
適な生活環境を築いていくために
も、下水道整備済み地域のみなさ�ん
に下水道������������への����������接続��������を�������お願いします。

【問い合わせ】下水道課管理担当
☎� 1111（内線 184、185）

雁坂トンネル通行止めの
お知らせ
総合防災訓練実施に伴い、次の
とおり全面通行止めとなります。
ご迷惑をおかけしますが、みな
さんのご協力をお願いします。

【通行止め期間】
9 月 14 日㈭

午前 10 時～ 11 時
【問い合わせ】
雁坂トンネル有料道路
管理事務所　☎� 2330

　この調査は、商店や工場、営業所、
事務所、銀行、学校、旅館、学習塾、
病院、寺院など、すべての事業所
が対象となる大規模な統計調査で
す。
　統計調査の結果は、これからの
日本や地域の行政を考える重要な
基礎資料として活用されます。
　９月下旬から「調査員証」を携
行した調査員が、調査票を持って
各事業所をお伺いします。調査票
の内容をもらしたり、調査結果を
統計以外の目的に使用することは
法律で禁止されています。どうぞ
安心してご協力をお願いいたしま
す。
　また、一部地域を対象とした「国
の指定調査」（毎月勤労統計調査・
労働力調査・社会生活基本調査な
ど）を、随時実施しています。い
ずれの調査も調査員は「調査員証」
を携行していますので、ご確認の
うえご協力をお願いします。
　なお、７月号で「統計調査員の
募集」についてお知らせしました
が、引き続き受け付けていますの
で、ぜひご応募ください。

【問い合わせ】商工労政課統計資料
担当　☎� 3111　ﾌｧｸｽ� 7484

～ 2007 年版山梨県民手帳
　　　　　　予約受付中！～

国民年金保険料の免除・猶予について

　�������������������������������      平成 17 年度分（平成 17 年４月～平成 18 年６月分）国民年金保険
料免除等申請の受付が 10 月まで延長されることになりました。
免除を希望する方は、お早めに手続きをして下さい。

【問い合わせ】市民課国民年金担当　�����������������  ☎� 1111����������� （内線 144�����、145�）

■手帳の規格
　サイズ：82㎜× 145㎜
　表　紙：ワイン色のレザー調
※焼却しても有害物質の発生しな
い材質を使用
■内容
日記編、郷土編「郷土自慢」など、
統計編「山梨県主要指標」など、
名簿編「各種議員名簿」など、
生活編「暮らしの相談窓口」など
■販売価格　500 円
※拡大鏡（54㎜× 85㎜）60 円、
住所録（77㎜× 135㎜）50 円を別
売りで販売しています。
■名入れ　
20 冊から実費で受け付けます。
( 例 )　○○会○周年記念
■申込方法　電話による予約
■申込期限　10 月４日（水）
■ 配布方法　
11 月 13 日（月）から商工労政課、
牧丘支所および三富支所において、
現金引換えでお渡しします。

【申込・問い合わせ】
商工労政課統計資料担当　
☎� 3111　ﾌｧｸｽ� 7484
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● 行政相談
国・県・市・公団などの仕事につ
いての苦情や要望などの相談
◆９月 15 日㈮　午後 1 時～４時
　[ 会場 ] 夢わーく山梨 
　問総務課行政防災防犯担当
　☎� 1111( 内線 227)　
◆９月 20 日㈬　午後 1 時～ 3 時
　[ 会場 ] 牧丘支所　
　問牧丘支所総務担当　☎� 3111
◆９月 22 日㈮　午後 1 時 30 分～
　３時　[ 会場 ] 基幹集落センター
　問三富支所総務担当　☎� 2121
※お住まいの地域に関係なく、都
合のつく日をご利用ください。

●教育相談
[ 日時 ] 毎週木曜日　午前 10 時～
午後４時　[ 会場・問 ] 生涯学習課
( 市民会館内 ) ☎� 9611　
牧丘支所教育担当　☎� 3111　
三富支所教育担当　☎� 2121
※幼児教育相談はつつじ幼稚園　
☎� 0244

●家庭児童相談
児童の養育に関する家庭問題　
[ 日時・会場 ] 月・水・金曜日 ( 山
梨市役所 ) ／火・水・木曜日 ( 牧丘
支所 ) ※いずれも午前９時～午後４
時　問福祉事務所児童福祉担当
☎� 1111( 内線 162)

●中・高年齢者職業相談
中・高年齢者の就職と雇用などの
相談とあっせん　
[ 日時 ] 月～金曜日 ( 祝日除く ) 午
前８時 30 分～午後５時　[ 会場 ]
夢わーく山梨３階　高齢者職業相
談室　問夢わーく山梨　☎� 3111

●若年者の「仕事」に関する相談
就職活動、職業適正、キャリアアッ
プ・職場の悩みなどの相談　
[ 対象 ] おおむね 35 歳くらいまで
の 人　[ 日 時 ] ９ 月 ５・12・19・
26 日㈫　いずれも午後６時～９時
[ 会場 ] 夢わーく山梨２階相談室　
問商工労政課商工労政担当　
☎� 3111( 予約受付 )

●結婚相談
[ 日時 ] ９月 16 日㈯　受付時間：
午後２時～６時　[ 会場 ] 市民会館
３階控え室　問生涯学習課生涯学
習担当 ( 市民会館内 )　☎� 9611

相　談

各　種　相　談

●パソコン困りごと相談室
インターネット体験・困りごと相
談
相談料　無料　[ 日時 ] ９月２・９・
16・30 日㈯　[ 受付時間 ] 午後１
時～４時　[ 会場 ] 市民会館４階Ｃ
会議室　問生涯学習課生涯学習担
当 ( 市民会館内 )　☎� 9611

●社会福祉協議会法律相談　 
弁護士による無料法律相談　
[ 日時 ]　9 月 12 日㈫　[ 会場 ] 市
社会福祉協議会
※１件 40 分まで。希望者は５日前
までに電話で予約してください。
問市社会福祉協議会　☎� 8755

●社会保険出張相談
健康保険および厚生年金・国民年
金に関する相談　
[ 日時 ]　９月 14 日㈭午前９時 30
分～午後４時 ( 正午～午後１時は休
み )　[ 会場 ] 夢わーく山梨　　
問甲府社会保険事務所 ( 甲府市塩部
1-3-12)　☎ 055(252)1431( 代 )

●不動産無料相談
不動産に関する相談全般　
相談料　無料　[ 日時 ] ９月 20 日
㈬　[ 受付時間 ] 午前 10 時～午後
３時 ( 正午～午後１時は休み )　
[ 会場 ] ㈳山梨県宅地建物取引業協
会峡東支部事務所（市民体育館東
側山梨法人会館内）　
問同協会峡東支部　☎� 1481

無料調停相談会

■日　時　10 月３日㈫午前 10 時
～午後 4 時 ( 事前予約不要 )
■会　場　岡島ローヤル会館８階
ゴールドルーム（甲府市丸の内
1-21-26）
■相談員　民事・家事調停委員（弁
護士である調停委員を含む）
■相談内容　交通事故損害賠償関
係、土地・建物賃貸借関係、賃金・
売買代金、手形関係、相続財産・夫婦・
家庭内の紛争、サラ金の返済関係、
その他
■主催　日本調停協会連合会

【問い合わせ】　
甲府地方・家庭裁判所事務局総務
課☎ 055(235)1131（内線 2521）
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種　目 会　場 開　催　日 開始時間 備　考
陸上競技 北中校庭 ９月３日 開会式修了後
柔　　道 市民総合体育館武道館 ９月３日 午前   9:00
剣　　道 市民総合体育館武道館 ９月３日 午前 10:00
銃 剣 道 北中格技場 ９月３日 午前 10:00

野　　球
市民スポーツ広場 ８月 22・23・24・

　　　　25・26 日 午後   7:45
< 予備日 >　
　8/27、29、
　9/ １、２

【決勝・三位決定戦】　９月３日　　午前 10:00　市民スポーツ広場

バレーボール
家庭婦人

市民総合体育館 １回戦　８月 30 日 午後   7:30
【準決勝・決勝・三位決定戦】　９月３日　午前 10:00　市民総合体育館

一般男女 市民総合体育館 ９月３日 午前   9:00
弓　　道 市民総合体育館弓道場 ９月３日 午前 10:00
相　　撲 小瀬武道館相撲場 ９月２日 午後   7:00
卓　　球 南中体育館 ９月３日 午前 10:00
バドミントン 笛川中体育館 ９月３日 午前   9:30

ソフトボール

実年
南中校庭 ８月

  11・12・16・18 日 午後   8:00 < 予備日 >
　８/19

【決勝・三位決定戦】８月 18 日　午後 8:00　山梨南中

一般 南中校庭（西）
８月
　20・22・23・25・
　　   29・30・31 日

午後   8:00 < 予備日 >
　8/27、9/1、2

壮年 南中校庭（東）
８月
　20・22・23・25・
　　   29・30・31 日

午後   8:00 < 予備日 >
　9/1、2

【決勝】　９月３日　　午前 10:00　山梨南中
ソフトバレーボール 北中体育館 ９月   ３日 午前   9:30
ソフトテニス 南中テニスコート ９月   ３日 午前   9:00
射　　撃 韮崎射撃場 ８月 20 日 午前   9:00
ゲートボール 市民総合体育館軽スポーツ広場 ９月   ３日 午前 10:00
テ　ニ　ス 北中テニスコート ９月   ３日 午前 10:00
つなひき 市民総合体育館 ９月   ２日 午後   7:30
ボウリング 山梨シルクロードボウル ８月 26 日 午後   6:30
グラウンドゴルフ 北中校庭 ９月   １日 午後   7:00
水　　泳 市屋内温水プール ８月 27 日 午前   9:30

第１回新山梨市総合体育祭りを開催します
　各地区の代表が熱戦を繰り広げる体育祭り。合併後初めて市内全域を対象として開催します。　
　市民のみなさまのご参加、ご声援をお願いします。

　　　【総合開会式】　日　時　　９月３日（日）　午前８時 40 分

　　　　　　　　　　場　所　　山梨北中学校校庭（雨天の場合……山梨市民総合体育館）

                                                              【問い合わせ】社会体育課（市民総合体育館内）☎� 5600
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第 16 回ソフトバレーボール

フェスティバル

スポーツ

■日時　
　1 部（39 歳以下）　9 月 16 日㈯
　2 部（40 歳以上）　9 月 17 日㈰
　いずれも午後 6 時 15 分集合
■会場　山梨市民総合体育館
■主催　
　山梨市体育協会バレーボール協
会ソフトバレーボール連盟
■参加資格　
　18 歳以上の男女（学生は除く）　
■ゲーム構成　
　※ 1 部は年齢 39 歳以下、2 部は
年齢 40 歳以上とし、39 際以下の
人が 1 人でもいるチームは 1 部と
なります。
　※試合中コート内には男女 2 人
ずつとします（男1人女3人でも可。
市外からの参加は 1 人まで可）。
　※復数のチームに参加すること
はできません。
■申込締切　9 月８日㈮
■抽選会　
　9 月９日㈯午後 8 時から市民総
合体育館会議室にて
■参加料　1 チーム 1,000 円（抽
選会の折に徴収）

【申し込み】
雨宮正英　☎� 4134

（ファクス兼用）
【問い合わせ】
坂本正秀　☎� 0966

（ファクス兼用）

スポーツの秋！
　　　　　　　　　　　～各種スポーツ教室～

【�����水泳教室�】
■日���　　�時　10 月３日��������������������������    ㈫�������������������������    ・６日����������������������    ㈮���������������������    ・13 日�����������������   ㈮����������������   ・17 日������������  ㈫�����������  ・20 日������� ㈮������ ・24 日��㈫�・
　　　　　　��������������  27 日����������� ㈮・��������� 31 日������㈫　����計８回　
　　　　　　時間はいずれも������������午後７時～午後８時３０分
■場���　　�所　山梨市屋内温水プール
■参加資格　18 ������������歳�����������以上の市内在住・在勤�者
■参 加 料 　１人 2,000 円
■募集人員　
　�������①初心者コース　15 人��������������（ほとんど泳げない人が対象）
　����������②レベルアップコース　15 人
　　������������������������（泳げる人で、クロールができることを������目標����とする）
※教室��������������������は、������������������それぞれ��������������の�������������コースに分かれて�����進めます。
■申込期間　９月１日��������  ���������㈮�������  ���������～ 21 日㈭（定員になり次第締切）

【申込・問い合わせ】��������������������� 社会体育課（市民総合体育館内）☎� 5600

【卓球��������������教室������������・ラージボール卓球���教室�】
■日����　　��時�　10 月５日㈭・12 日㈭・19 日㈭・26 日㈭・11 月２日㈭・
　　　　　　����������������������������    ９日㈭�������������������������    　������������������������    計６回���������������������    　時間はいずれも�������������    午後７時 30 分～９時 30 分
■場���　　�所　市民総合体育館
■参加資格　市内在住在勤者（小学生以上、成人の保護者と参加に限る）
■参 加 料 　１人 200 円
■募集人員　30 人
■指 導 者 　山梨市体育協会卓球��協会
■申込期間　������������  ���������９月１日��������  ���������㈮�������  ���������～ 21 日㈭（定員になり次第締切）

【申込・問い合わせ】社会体育課（市民総合体育館内）☎� 5600

【西沢渓谷ハイキング教室�】
　��������������������������������山梨市観光ボランティアガイドを受けながら、西沢渓谷�������を������散策����します。
■日���　　�時　10 月 21 日㈯　（午前８時 30 分市民総合体育館集合）
■場���　　�所　山梨市三富西沢渓谷　　
■参加資格　18 ������������歳以上の��������市内在住����・���在勤者
■参 加 料 　１人 200 円
■募集人員　20 人
■申込期間　������������  ���������９月１日��������  ���������㈮�������  ���������～ 21 日㈭（定員になり次第締切）
■移動方法　山梨市民総合体育館前�����������������～����������������西沢渓谷登山口まで�������はバスで送迎�。
※当日は動きやすい服装、運動靴でお願いします。
※昼食������������������、飲み物など������������は各自���������でご�������用意�����くだ���さい。
◎台風�����������������������������など���������������������������悪天候の場合中止�������������������することがありますが、ご了承ください�。

【申込・問い合わせ】社会体育課（市民総合体育館内）☎� 5600
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山梨地域限定情報

　山梨地区（旧山梨市）文化協会では、10 月 12 日㈭
から 15 日㈰まで、山梨市民会館で開催する総合文化
祭の作品を募集します。
下記以外の部門は、会場の都合により公募はできませ
んのでご了承ください。

■出品資格　山梨地域（旧山梨市）在住・在勤者
＜文芸の部＞
　随筆　１人１編　400 字詰原稿用紙５枚以内
　詩　　１人１編　400 字詰原稿用紙２枚以内
　短歌　雑詠２首以内
　俳句　夏・秋季雑詠３句以内
　川柳　雑詠３句以内
※短歌、俳句、川柳はそれぞれ別のはがきを使用。
いずれも未発表の作品に限る。
※作品には住所、氏名（ペンネーム）、電話番号を明
記し、９月 10 日㈰必着で生涯学習課に提出してくだ
さい。
＜写真の部＞
　大きさ　四つ切り（カラー・モノクロの別は問わず）
　体裁　　額縁または台紙に貼り、画題、住所、氏名
　を明記してください。
　作品搬入　10 月 12 日㈭午前９時～９時 30 分の間
　に市民会館３階大集会室に搬入してください。

第45回山梨地区総合文化祭作品募集
＜書道の部＞
　作品　　１人１点（未発表の作品に限る）
　体裁　　軸装又は額装
　大きさ　・半切（180cm × 50cm）以内。縦のみ。
　　　　　・半切２分の１（90cm × 50cm）以内。　
　　　　　　縦横自由。
　　　　　・色紙、短冊も可。
　その他　　書体、課題は自由。
※生涯学習課窓口設置の出品票に必要事項記入の上、９
月 22 日㈮必着で申込みください。期日までに申し込み
がない場合、展示できません。
※書道部在籍者は幹事まで。
　作品搬入　10 月 12 日㈭午前９時～９時 30 分の間に
　市民会館４階Ａ・Ｂ会議室に搬入してください。
＜陶芸の部＞
　作品は自由。住所、氏名を明記してください。
　作品搬入　10 月 12 日㈭午前 11 時～正午の間に、
　市民会館２階展示室に搬入してください。

■作品の返却
　作品の整理、返却は 10 月 15 日㈰午後３時～３時 30
分の間、各会場にて行います。出品者は受け取ってくだ
さい。代理者が作品を搬入した場合は、代理者が責任を
持って受け取ってください。

【応募・問い合わせ】　生涯学習課生涯学習担当（市民会館内）　☎� 9611（月曜日休館）

「第 3 回自然と清流・果実の里やまなし短歌大会」作品募集中！
 
　あなたも、山梨市の豊かな自然や実り多い果実を「31文字」で表現してみませんか。
　【応募規定】だれでも応募できます。未発表作品、1人2首以内。
　【応募期間】9月30 日㈯（当日消印有効）
　【応募部門】Ａ一般の部（高校生以上）　テーマ：自由
　Ｂ中学生の部　Ｃ小学生の部　テーマ：やまなしの自然を詠み込んだもの
　※詳しくは、広報７月号26ページをご覧ください。
　【問い合わせ】生涯学習課生涯学習担当　☎�9611
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「やまなし市民音楽祭 2006」
第九合唱団員募集

募　集
～日川公民館管理人募集～

～平成 18 年度

 消防職員採用試験案内～

　市教育委員会では、日川公民館の
管理人を募集します。
■資格　健康で住み込み可能な 70
歳以下の人
■募集人員　1 人
■勤務地　日川公民館（歌田 596）
■業務内容　
①公民館施設（玄関・各部屋）の開
放、閉鎖および施錠の点検
②公民館施設、敷地内等の整備管理
と点検清掃作業　など
■その他　
◆住居として使用できる場所
　管理人室（６畳・４畳半の２間・
台所・浴室・便所）
◆電気、ガス、水道
　施設（公民館）のものを使用（料
金は無料）
◆施設管理手当　月額 27,800 円
　（その他諸手当あり）
◆採用年月日　10 月１日
■応募手続き　
　次のものを生涯学習課へ提出して
ください。
　履歴書 ･･･ １通
　（市販のもの。写真貼付）
■募集期間　
　８月 24 日㈭～９月 22 日㈮
■選考方法　
　書類選考後、面接により決定

（面接の日にちは後日連絡します。）
【申込・問い合わせ】　
　生涯学習課（市民会館内）
　☎� 9611（月曜日休館）

　山梨市・音楽のあるまちづくり未
来塾では、12 月 17 日㈰に「やま
なし市民音楽祭」を開催し、その中
でヴェートーベンの第九の合唱を行
います。みなさんも県下最大の第九
合唱に参加してみませんか？今年は
あなたが主役です！
　���������������合唱参加申込みは、練習時に受付
けます。練習の日時・場所は���広報に
折り込みの情報���������カレンダーをご覧く
ださい。
※募集対象者は高校生以上（初心者
大歓迎）
※第九はドイツ語で合唱����します。

★ボランティアスタッフ募集中！
　���������������練習の受付・資料作り、本番の運
営���������������などを������������お手伝い��������いただ�����けるボラン
ティアスタッフ��������を�������募集しておりま
す。希望者は生涯学習課までお申込
みください。みんなの手で音楽祭を
作り上げましょう！

【問い合わせ】　
　生涯学習課（市民会館内）
　☎� 9611（月曜日休館）

　東山梨行政組合では、消防職員
の採用試験を行います。
■採用予定人数　5 名程度
■受験資格

【年齢】平成 19 年４月１日現在で、
18 歳以上 25 歳までの者

【学歴】高校卒業以上（高校、短大、
大学）を卒業した者または卒業見
込みの者

【居住地】山梨市および甲州市に居
住している者または居住すること
ができる者
■第一次採用試験　11 月 12 日㈰
■受付期間
　10 月４日㈬～ 10 月 18 日㈬
※採用試験案内その他の資格要件
などの詳細については、お問い合
わせください。

【申込・問い合わせ】
東山梨行政組合「東山梨消防本部」
総務課庶務係　電話� 5021

～平成 18 年度

　　　　自衛官等募集～

　自衛隊では、各種自衛隊員や防
衛大学校学生などの募集をしていま
す。
　詳しくは、「広報やまなし 9 月号」
と一緒に配布されるチラシをご覧く
ださい。

【問い合わせ】
　自衛隊山梨地方連絡部
　甲府募集案内所　
　☎ 055(228)6427
※ホームページの「採用情報」から
も閲覧できます。
　http://www.jda.go.jp

「第 3 回自然と清流・果実の里やまなし短歌大会」作品募集中！
 
　あなたも、山梨市の豊かな自然や実り多い果実を「31文字」で表現してみませんか。
　【応募規定】だれでも応募できます。未発表作品、1人2首以内。
　【応募期間】9月30 日㈯（当日消印有効）
　【応募部門】Ａ一般の部（高校生以上）　テーマ：自由
　Ｂ中学生の部　Ｃ小学生の部　テーマ：やまなしの自然を詠み込んだもの
　※詳しくは、広報７月号26ページをご覧ください。
　【問い合わせ】生涯学習課生涯学習担当　☎�9611
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【申込方法】ハガキまたは電子メールにて「受講したい講座名・郵便番号・住所・氏名・年齢・職業・電話番号・
パソコン所有の有無・操作歴」を記入のうえ、市役所総合政策課電算システム担当までお申し込みください。
なお、申し込みに当たっては必要事項をよく確認し、記入漏れのないようお願いします。

【参加者負担金】3,000 円（予定・講習会テキスト代として・初回講習時に集めます）
※各講座とも 10 人程度募集します。応募者多数の場合には抽選となります。

【申込・問い合わせ】総合政策課電算システム担当　☎� 1111（内線 236、237）
			   E メールアドレス itkosyu@city.yamanashi.lg.jp

10月の IT講習会 【会場】山梨市情報通信センター（山梨市役所庁舎となり）

講座名 対象者 日程 募集締切
ワープロソフト（ＷＯＲＤ）
講座

基本的操作は理解しているが、さらに
使いこなしたいという人

10 月 23 日㈪～ 26 日㈭
午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分

９月 28 日㈭

≫≫ワードでの基本的な文書作成を基に、表や図の入った文書を作成するための講座です。見栄えのよい文書作成に必要な
技能をマスターできます。高度な文章作成にチャレンジしてみませんか？

表計算ソフト（ＥＸＣＥＬ）
講座

基本的操作は理解しているが、さらに
使いこなしたいという人

10 月 23 日㈪～ 26 日㈭
午後 7 時～ 9 時

９月 28 日㈭

≫≫作成した表を使って、データの検索や抽出、関数を使った計算処理、グラフ作成などを楽しく学ぶ講座です。

市では、山梨市情報通信センターにおいて、IT 講習会を開催しています。

今月募集する 10 月の講座は次の２つの講座です。たくさんの皆さんのご応募お待ちしています。

山梨市フィールドミュージアム講座開催

　山梨市の風土に秘められた歴史や文化を一緒に探求してみませんか。

■講座日程・内容

第１回
10 月 25 日㈬
午後 7 時～ 9 時

ワークショップ「山梨市の魅力とは？」
グループ分け

第２回
11 月 1 日㈬
午後 7 時～ 9 時

講義「歴史的建造物の見方
　　　　（清白寺仏殿から旧根津邸まで）」

第３回
11 月 3 日㈷
午前 9 時～午後 3 時

実地研修「山梨市の歴史的建造物を見よう」
清白寺・窪八幡神社・旧坂本家住宅・旧根津邸

　　　　　　　　　　　ほか文化財建造物

第４回
11 月 8 日㈬
午後 7 時～ 9 時

講義「近代化遺産と西保堰」

第５回
11 月 12 日㈰
午前 9 時～午後 3 時

実地研修「西保堰を歩こう」

第６回
11 月 19 日㈰
午前 9 時～午後 3 時

午前：講義「根津嘉一郎」
午後：実地研修「旧根津邸」

■会　場　山梨市民会館　
※実地研修は各施設
■対　象　
市内に在住または勤務している成
人で、山梨市の歴史文化に興味が
ある人。
■定　員　30 人
■受講料　無料
■申込方法　
住所、氏名、電話番号を明記の上、
電話、FAX、電子メールいずれか
の方法でお申し込みください。
■締　切　9 月末日
※定員オーバーの場合は、抽選と
させていただきます。

【申込・問い合わせ】　生涯学習課文化財担当（市民会館内）〒 405-0031 山梨市万力 1830
　☎� 9611　FAX ⑳ 1199　E メール：shogaigakushu@city.yamanashi.lg.jp
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講　座
～魚をさばいてみませんか～

　秋鮭のおいしい季節がやってきま
した。毎年好評のこの講座、今年も
鮭をさばいたり、おいしいイクラの
しょう油づけを作ります。
■日時　
　10 月 11 日㈬午後６時～８時
■場所　
　夢わーく山梨（働く婦人の家）　
　料理実習室
■参加料　1,000 円
　（材料代・当日徴収）
■講師　
　食鮮館「柳橋」新

し ん や

谷一男さん
■持ち物　
　参加料・魚用包丁（ある方は出刃
包丁）・エプロン・筆記用具・三角
巾または髪留め・持ち帰り用のパッ
ク（大１・小１）
■定員　20 人
■申込方法　
　９月 11 日㈪から受付開始（電話
で可、土 ･ 日 ･ 祝日を除く午前８時
30 分～午後 5 時 15 分）
※定員になり次第締め切ります。

【申込・問い合わせ】　
　夢わーく山梨（働く婦人の家）　
☎� 3111

平成 18 年度やまなし女性国際セミナー　

主催���������������������������：��������������������������山梨県教育委員会　（社）国際女性教育振興会山梨県支部

　テーマ����������������������������“地球社会を共に生きるために”～変わる世界変わろう日本～
　　　　　�����������������  �����������地域に根ざした国際交流 in 山梨市「若者を交えた国際交流」
　����■日��　�時　10 月７日㈯������������    　�����������    午前 10 時～午後 3 時�　　
　����■���会　場　山梨市民会館

【����������申込・問い合わせ��】　事務局：���������������������     河島栄子 �����������������    ( ����������������   山梨市下石森 688�������  ) ☎� ����2081
　��������������������������������� ※昼食������������������������������ を必要とする方は、事前に申し込みをお願いします（������ 300 円��）�。
　※セミナーは、���������������半日�������������だけの����������参加��������でも構いません�。

～女性のための「礼儀作法教室」～

　市教育委員会では日常生活で心がけたいこと、知っておきたいことのマ
ナー習得のための礼儀作法教室を開催します。多数の受講申込みをお待ちし
ています。

■講　師　　蘆
あ し だ

田泰子先生（現代礼作法蘆田会会長）
■会　場　　山梨市民会館（中央公民館）
■対象者　　女性（50 歳以下）
■定　員　　30 人（５回とおして参加できる人）
■受講料　　2,000 円
■申込期間　９月１日（金）８時 30 分から受付開始
　　　　　　（電話での申込も可、定員になり次第締切）
■講座日程・内容

（全日程ともに時間は午後７時 30 分～９時）
※保育サポートによる託児ルームを開設します。受講申込み時に予約が必要
です。

【申込・問い合わせ】
　生涯学習課生涯学習担当（市民会館内）　☎� 9611

回 開催日 テ　ー　マ

１ 10 月 20 日㈮ 心に響く振る舞い（和室��編�）
　～挨拶の仕方、言葉と動作のタイミング、立ち座るの形、和室を歩く～

２ 10 月 ���� 27 日�㈮ 心に響く振る舞い（洋室��編�）
　�����������������������������������～立礼のお辞儀、椅子への座り方と立ち方、掛け礼、コートの着方と脱ぎ方～

３ 11 月 10 日�㈮ コミュニケーションをプラスにするために（自己表現のグレードアップ）
　～視線、表情、態度、ことば、きれいな発音・発声・アクセント、自己紹介～

４ 11 月 17 日�㈮ 訪問時のマナー
　～訪問するときの心得、玄関先のマナー、手土産の受け渡し方～

５ 12 月  １日�㈮ 床の間、抹茶
　～上座と下座の知識、掛け物の心得、薄茶のいただき方～
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催　し

	 　甲州（山梨）・武州（埼玉）・信州（長野）
	 の県境にそびえる日本百名山「甲武信ヶ
	 岳」。ここにある分水嶺から流れ出る清
	 水は「笛吹川（富士川）」「荒川」「千曲川（信
	 濃川）」の三筋の川となり、それぞれの
地域に恵みをもたらしています。
　この流域の２市１村が山梨市に集まり、森林を生かしたまちづくり
や源流の特性を生かした特産品などの開発をともに考えます。
■日時　９月24日㈰午前９時30分～午後３時
■会場　道の駅みとみ特設会場
■内容　①源流まつり式典（午前９時30分～）　②源流サミット準備
会（秩父市長・川上村長・山梨市長による上流文化を生かしたまちづ
くりについての話し合い　午前10時20分～）　③源流そば処開店（午
前１１時～）　④源流郷土芸能（午前11時～・午後１時～）　⑤笛川中
生徒によるブラスバンド演奏（正午～）　⑥じょいソーラン（午後０時
30分～）　そのほか、新鮮な特産物の直送販売（笛吹川下流域静岡市）・
そば打ち体験、いの豚・鹿肉ブロック焼き、３地域特産品直売コーナー
などさまざまな催し物があります。
【問い合わせ】　観光課観光企画担当　☎�2121（内線325、326）

新「山梨市」誕生１周年記念

ＮＨＫラジオ公開収録

　���������������ＮＨＫ甲府放送局と山梨市では、
新「山梨市」誕生１周年を記念して、
ＮＨＫラジオ番組「真打ち競演」公
開収録を下記の通り実施します。
■主催　ＮＨＫ甲府放送局、山梨市
■日時　10 月 28 日㈯
　開場…午後������  ５�����  時 15 ��分�　
　�������開演…午後��６�時
　��������������  （終演予定　午後������  ８�����  時 15 ��分�）
■会場　山梨市民会館　ホール
■内容　１本目����������（歌謡�������漫談�����：東京ボー
イズ、ものまね：江戸屋子猫、���落語�：
林家彦いち）
２本目��������������（漫才：昭和のいる・こいる、
漫談��������������：晴乃ピーチク、������落語����：三遊亭
小遊三）���　　　
■������観覧����応募方法　※�����入場無料※
　往復ハガキに①郵便番号②住所③
名前④電話番号をご記入ください。

（返信用表面にも①郵便番号②住所
③名前をご記入ください。）
＊ハガキ１枚で１人の入場となりま
す。応募多数の場合は、抽選となり
ます（定員 350 ���人��）。
■宛先　〒 405-0031　山梨市万力
1830（������������山梨����������市民会館内）山梨市教
育委員会　「真打ち競演」観覧�係
■��締切　�������� 10 月３日㈫必着

【������問�����い����合���わ��せ�】　　
生涯学習課　「真打ち競演」係　
☎� 9611�������（市民会館内）

（���������������  午前８時 ����������� 30 ���������分��������～�������午後５時���　月曜
休館　祝日の場合はその翌日休館）
※���������������  ラジオ放送は 12 月の予定です。

山梨市フィールドミュージアム

【風林火山　山本勘助と武田軍用
 秘密街道ふるさとの古道を語る】

■日時　
　９月 30 日㈯午後１時 30 分～
■会場　　山梨市花かげホール
■入場料　無料（定員 420 人）
■内容
< 第１部 >

「風林火山・山本勘助の人物像を語
る」講師：平山　優（武田氏研究会
員・山梨県博物館協力員）
< 第２部 >
ふるさとの古道「街道という名の道」
講師：大村和夫（山梨市文化財指導
員・山梨県文化財保護指導委員）

【問い合わせ】
観光課観光施設担当　
☎� 2121（内線 319）

～第 21 回下水道まつり～

　下水道への理解と関心を一層深め
ていただくため、今年も下水道まつ
りを開催します。
　どなたでも楽しみながら下水道の
ことが学べるように、たくさんの催
し物を用意しましたので、ご近所お
誘いあわせの上、ぜひご来場くださ
い。
■日時　９月２日㈯　午前 10 時～
午後３時（雨天決行）
■場所　富士北麓浄化センター

（富士吉田市下吉田 4166）
■内容　下水道見学会、下水道教室、
ミニ下水道展、水質実験、お楽しみ
抽選会、来場記念品プレゼントなど

【問い合わせ】
富士北麓浄化センター
☎ 0555 � 2259

第１回笛吹川源流まつり
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福祉・介護
60歳以上の方は無料です

～敬老の日プール開放～

■実施日　９月 18 日 ( 月・祝 )
■施設名　山梨市屋内温水プール
■利用時間　
午前 9 時～正午、午後１時～午後５時、
午後５時～午後９時　
※各時間帯とも、10 分前で利用を
終了させていただきます。
■対　象　60 歳以上の方
■利用上の注意
　来館の際は、受付で年齢が確認
できるもの（免許証・保険証など）
の提示が必要です。忘れずにお持
ちください。

【問い合わせ】　
山梨市屋内温水プール

（上石森 665-2）　☎� 5211

～敬老の日、市営温泉施設を

無料で開放します～

■日　時　９月 18 日 ( 月・祝 )
■対象施設・利用時間

■対象者・利用上の注意
※市内・市外を問いません。
※❶の施設は、年齢制限はありませ
ん。❷❸❹の施設は�������  満 65 歳以上の
高齢者������������が対象です。利用には、�年
齢が確認できる��������もの������（免許証、保
険証など。「高齢者温泉利用割引券」
も含みます。）���������が必要です。忘れず
にお持ちください。
※問い合わせは、各施設へ。

■日程・会場・該当地域
　「広報やまなし 9 月号」に折り込
みの地域版情報家カレンダーで確認
してください。
■受付時間�　
　午前 8 時 30 分～ 10 時 30 分
■持ち物　
①山梨市成人健康診査票�　
②健康手帳（持っている人のみ）
※持�������������っていない��������人には当日交付し
ます。
③自己負担金（受診する検査項目
を確認の上、釣り銭のないよう�ご
用意ください��。）
※��������������検診項目や負担金、諸注意につ
いては、、広報８月号 29 ページで
確認してください。

【問い合わせ】保健課保健指導担当
☎� 1111　（内線 412 ～ 416）

❶山梨ちどり温泉�　☎� 9616
受付：午前９時～午後３時
入浴終了：午後４時まで

❷花かげの湯�　☎� 4126
午前 10 時～午後９時
( 受付は閉館 15 分前まで )

❸鼓川温泉�　☎� 4611
午前 10 時～午後９時
( 受付は閉館 15 分前まで )

❹みとみ笛吹の湯�　☎� 2610
午前 10 時～午後８時
( 受付は閉館 15 分前まで�）

～血液サラサラ体験教室

　　　 10 月分予約受付～

10 月の教室は、三富・牧丘地域
在住者が対象です。
■予約受付日　９月 12 日㈫　
■受付時間　午前９時～正午
■実施日・場所　10 月３日㈫　
三富基幹集落センター健康相談室
■定員　19 人
※先着順。定員になり次第、受付
を終了します。

【予約・問い合わせ】　
三富支所住民生活担当
☎� 2121（内線 316）

ご長寿おめでとうございます　～敬老祝金交付事業～

　市と県では、高齢者のみなさんの�����������������長寿を祝うとともに、多年にわたり社
会に貢献されたことに感謝し、その労をねぎらうために祝金を交付します。

対象年齢�����������（生年月日）・交付方法 市祝金額 県祝金額
　満 77 歳（���������  ����������  昭和 ������� ����������  3.9.16 ～����������  昭和 �������� 4.9.15 生） １万�円 3 ��千�円

山梨地域……………地区公会堂�������������など�����������にて���������市職員が�����巡回交付。
牧丘・三富地域……老人週間中に地区民生委員が���訪問�。

　満 88 歳（�������������������    大正 �����������������   6.9.16 ～����������  大正 �������� 7.9.15 生） 2 ��万�円 5 ��千�円
山梨・牧丘地域……９月上旬に�������市職員が���訪問。
三富地域……老人週間中に����������地区民生委員が���訪問。

　新 100 歳（��������������������    明治 ������������������   39.4.1 ～�����������  明治 ��������� 40.3.31 生） 30 ��万�円 ５万�円
★９月 18 日㈪��������������「�������������敬老の日���������」��������に�������市長らが���訪問。

　満 101 歳以上（�������������  　～明治 ��������� 39.3.31 生） － ５万�円
９月上旬に市職員が訪問。

【問い合わせ】　福祉事務所　社会・長寿担当　☎� 1111（内線 165）

～成人健康診査を

　　　　　受けましょう～
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　平成 18 年 4 月の制度改正により、ひとり親家庭医療費受給者証の有効期
間が 9 月 1 日から翌年 8 月 31 日までとなりました。以前却下されている
方も、9 月より平成 17 年中の所得状況����������������など��������������により受けられる場合もありま
すので、申請をしてください。
＜制度の主な改正点＞
●受給者証の有効期間が 9 月 1 日から翌年 8 月 31 日までとなります。
　���������  （更新時期は 8 月）
●所得制限について、申請者（ひとり親等）の同居の親族等についても審査
対象となります。
●入院時食事療養費に係る自己負担相当額については、乳幼児を対象に助成
します。
●助成金の請求は診療月の翌月から起算して 2 年以内となります。（ただし、
平成 18 年 3 月分までの請求は今までとおり 6 �����������か����������月以内となります。）

【ひとり親家庭��������医療費助成制度�】
　ひとり親家庭の医療費の一部を助成することにより、ひとり親家庭の経済
的負担を軽減し、保健の向上を図ることを目的とした制度です。
■助成対象者　ひとり親家庭の親（父、母、配偶者のない養育者）と児童（18
歳到達後最初の年度末）　　　　
※ただし、所得税が非課税であること、同居親族の所得が基準の範囲内であ
ること等の要件を満たした場合に限ります。

【���������児童扶養手当制度�】
　父と生計を同じくしていない児童を養育している母子家庭�������など�����の自立を助
け、児童の福祉の増進を図ることを目的とした制度です。
■受給資格者　次の要件に当てはまる児童を監護している母や母に代わって
養育している者
・父母が婚姻を解消した児童　　　　　　・父が死亡した児童
・父が一定の障害の状態にある児童　　　・父の生死が明らかでない児童
・父から引き続き 1 年以上遺棄されている児童���������　　�������・未婚の母の子
・父が引き続き 1 年以上拘禁されている児童������　　　���・棄児
※ただし、公的年金を受給していない��������������������など������������������の要件を満たしている場合に限ります。

■支給期間　児童が 18 歳到達後最初の年度末まで支給されます。
■手当額　手当月額　41,720 円～ 9,850 円
　　　　　第２子加算額　5,000 円　第３子加算額　3,000 円
※受給資格者������������������������������およ����������������������������び同居親族の所得額�������������������など�����������������により支給されない場合もあります。

■支給月　４月・８月・１２月にその前４�����������か����������月分が支給されます。
【問い合わせ】　
　福祉事務所児童福祉担当　☎� 1111( 内線 163)

ひとり親家庭医療費受給者証の申請について

ひとり親家庭������支援あれこれ

健　康

　「平成 18 年度人間ドック」の
受診申し込みを引き続き受け付け
ています。申込方法など詳しいこ
とは、広報やまなし４月号 37 ペー
ジをご覧ください。
　なお、申し込みは先着順とし、
定員を超えた場合は抽選とさせて
いただきます。

【申込受付締切】
　９月 15 日㈮ ( 当日消印有効 )

【受診期間】　10 月２日㈪～
平成 19 年２月 28 日㈬
※受診票などの送付は、９月 22
日㈮を予定しています。

【問い合わせ】
　保健課保健企画担当　
　☎� 1111( 内線 412、413)

～人間ドック受診申し込みを

　　　受け付けています～

～老人健康教室および

老人医療費受給者証交付～

■日　時　９月 29 日㈮
　午前９時 30 分～ 10 時
■場　所　山梨市保健センター
■対象者　昭和 13 年 10 月１日
～ 10 月 31 日、 昭 和 11 年 ９ 月
２日～ 10 月１日生まれの人。
※該当者には、交付日の約１週間
前に通知します。

【問い合わせ】
　市民課国民健康保険担当
　☎� 1111( 内線 146、148)
　牧丘・三富支所住民生活担当
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■参加申込　������������９月５日㈫�������　電話受付開始
※������������������������        土�����������������������        ・����������������������        日・祝日を除く���������������        午前 8 時 30 分��������    ～�������    午後 5 時 15 分
定員になり次第受付終了

【���������申込・問�����い����合���わ��せ�】
夢わーく山梨（働く婦人の家）������ ☎� ����3111

親子で楽しむテーブルマナー教室

　フルーツ公園からの新日本三大夜景に心躍らせなが
ら、親子でテーブルマナーを学んでみませんか。とびき
りの夜景と食事をお楽しみください。
■日　時　９月 29 日㈮午後６時 30 分～
■場　所　フルーツパーク富士屋ホテル
■参加料　Ａコース ( メインは鶏肉料理 ) １人 2,500
円　Ｂコース（メインはハンバーグステーキ）１人
3,500 円（当日徴収）
■���対��　�象　��������������������テーブルマナーの勉強のため、お子さんは�小
学２年生以上とさせていただきます。�　
■定　員　30 組

～子どもとプールで

　　　　　水に親しもう！～

子ども家庭のいろんな悩み

受け付けます

　子ども（児童）家庭支援センター
は、児童福祉法第 44 条の２に定め
られ、児童福祉施設に置かれた「子
ども家庭」についての相談機関です。
　学校のこと、家族とのこと、友だ
ちのことなど、子ども自身の悩みは
もちろん、しつけがわからないなど
子育てにお困りの方々のいろいろな
相談を受け付けます。
　相談は、無料で秘密は厳守します。
来所、家庭訪問、電話、ファクス、メー
ルなどで応じます。
■相談日　月・火・木・金・土曜日
　（水・日・祝日休み）
■受付時間　
　午前９時 30 分～午後５時 30 分
※緊急時は夜間・休日も相談に応じ
ます。

【問い合わせ】
子ども家庭支援センター・テラ　
甲府市伊勢３丁目８－ 11
☎ 055(222)8012（ファクス兼用）
Ｅメール　terra@citrus.ocn.ne.jp

　市では、オムツが取れる前の子ど
もにも水に親しんでもらうため、牧
丘Ｂ＆Ｇ海洋センターの幼児用プー
ルを特別開放します。

■開放日・時間

■利用料　子どもは無料、保護者は
１人 150 円
■注意事項
※保護者の方も水着・スイミング
キャップ着用でプールに入り、お子
さんから眼を離さないでください。
※プール利用の前には必ずトイレに
行くとともに、排泄が自立していな
いお子さんには、専用の水泳用オム
ツを着用させてください。

【問い合わせ】保健課保健指導担当
☎� 1111( 内線 414 ～ 416)

　８月 25 日㈮

午前 10 時～
　　11 時 30 分

　８月 29 日㈫
　９月　５日㈫
　９月 12 日㈫
　９月 20 日㈬
　９月 27 日㈬

もう手続きはお済みですか

～児童手当支給拡充～

　平成 18 年 4 月 1 日から児童手
当制度の支給対象年齢が小学校 3
年生（9 歳到達後最初の年度末）か
ら小学校 6 年生（12 歳到達後最初
の年度末）までに拡大され、併せ
て所得制限が引き上げられました。
　手当は申請をしないと支給され
ません。
　���������������    改正に伴う請求は平成 18 年 9 月
30 日までに受け付けたものに限り、
特例的に 4 月分（または支給要件
に該当した日）にさかのぼって支
給されます。該当する方は、お早
めに手続きをしてください。

【問い合わせ】
福祉事務所児童福祉担当
☎� 1111( 内線 163)
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　ファミリーサポート事業は、「育児や子育ての援助を受けたい人」を「子ど
もの世話ができる人」が援助するという事業です。

◆子どもの世話ができる会員募集◆
　市では、ファミリーサポート事業に参加して、子どもの世話をしていただ
ける会員を募集しています。
　「空いている時間に子どもとふれあいたいな！」「子育て中のご家族のお手
伝いをしたいな」と思っている方、山梨市ファミリーサポート事業に参加し
ませんか。
　なお、子どもの世話をしていただくには、事前に保育サポート講習を受講
していただくことが必要になります。

【日程および講習内容】

【場　所】夢わーく山梨 ( 働く婦人の家 )B 会議室 ( 救命講習のみ山梨消防署 )
【定　員】30 人
【参加料】テキスト代　2,000 円（講習初日に徴収します .）
【受付期間】９月４日（月）から９月 22 日（金）
【申込・問い合わせ】
　少子対策課子育て推進担当　☎� 1111( 内線 152、153)
　※電話での申込み可、希望者には託児あり

ファミリーサポート会員を募集します
　　　　　　　　　　　　～保育サポート講習のご案内～

日　　　時 講　習　内　容

  ９月 28 日㈭ 13:00 ～ 16:30
受付 ･ オリエンテーション
子どもの心の発達過程と保育者の関わり
障害のある子どもの預かり方について

10 月   ５日㈭ 13:00 ～ 16:00 子どもの事故と安全（救命講習）
10 月 12 日㈭ 13:00 ～ 17:00 発育と発達　子どもの健康
10 月 19 日㈭ 13:00 ～ 16:00 子どもの栄養と食生活
10 月 26 日㈭ 13:00 ～ 16:00 子どもとの暮らしとケア　子どもの遊び

11 月   ２日㈭ 13:00 ～ 16:00
子ども ･ 子育てを取り巻く環境
保育の心　保育サポートについて　
終了式

～つつじ幼稚園

　　　　19年度園児募集～

　つつじ幼稚園では、良い環境の中
で園児一人ひとりの心身の発達を図
ることを保育目標に掲げています。
■募集人員・対象者
市内に在住する３歳児　35 人　

（平成 15 年４月２日から平成 16 年
４月１日の間に生まれた幼児）
■申込用紙交付・願書受付期間
期間：９月 20 日㈬～９月 29 日㈮
時間：午前９時～午後５時　
交付・受付場所：つつじ幼稚園
■入園児の決定
心身の発達検査の結果により決定。
定員を超えた場合は抽選。
■保育料・諸経費
保育料：9,000 円（所得による減免
制度あり）
諸経費：5,000 円（給食費 4,000 円、
その他 1,000 円）
■保育時間
年間午前８時 30 分～午後３時
■通園方法　
通園バスはありません。保護者の責
任での送迎をお願いします。
■給食
毎週月曜日～金曜日の５日間、完全
給食です。

【問い合わせ】
つつじ幼稚園　☎� 0244

「子育てが不安で……」「ゆとりがほしい……」
　　　　　　　　　　　　　そう思ったら迷わず登録！
　ファミリーサポート事業は、小さな子どもを持つご家族が安心とゆと
りを持って子育てができる環境を作ることを目的としています。
　「子育てが不安」「ゆとりがない」と感じている方、一人で悩まずにファ
ミリーサポート会員に登録しませんか。詳しいことは、少子対策課子育
て推進担当までお問い合わせください。

つ
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やまなし子育て応援カード事業

山梨県 山梨市 カード交付

カード提示

割引などのサービス

登録

ステッカー
交付

協賛店舗
18歳未満の子どもが
3人以上いる家庭

(今年10月からスタート)

　���������������������������������★��������������������������������母子健康手帳は必ずお持ちください。���������������★��������������受付時間は厳守してください。
　���������������������������������������★��������������������������������������今月の該当以外のお子さんでもまだ受講が済んでいない場合は、出席してください。

～健診の日程は、年間予定表をご覧ください。～

項　目 実施日 受付時間 場　所 該　当　者
母子健康手帳
の交付・
妊婦健康相談

９月 14 日㈭
午前 9:00 ～ 11:30

山梨市保健センター 妊娠届を済ませていない妊婦
９月 28 日㈭ ※牧丘・三富支所でも実施します。事前予約が必要です。

　　　問牧丘支所☎� 3111　三富支所☎� 212110 月 12 日㈭
前期離乳食教室 10 月　５日㈭ 午後 1:00 ～　1:30 牧丘町保健センター 18 年５. ６月生まれの児の保護者
育児学級 ９月 19 日㈫ 午前 9:30 ～ 10:00 山梨市保健センター 18 年６月生まれの児の保護者
親子ふれあい教室 ９月 26 日㈫ 午後 1:00 ～　1:30 山梨市保健センター 17 年 10 月生まれの児の保護者

＊後期離乳食教室 ９月　７日㈭ 午後 1:00 ～　1:30 牧丘町保健センター 18 年１. ２月生まれの児の保護者
＊定員 20 人です。事前申込が必要ですので、ご注意ください。

＊両親学級③ ９月　８日㈮ 午後 1:00 ～　1:30 牧丘町保健センター 18 年 11.12 月出産予定者
＊両親学級④ ９月 15 日㈮ 午後 1:00 ～　1:30 牧丘町保健センター 18 年 11.12 月出産予定者
＊両親学級① ９月 22 日㈮ 午後 1:00 ～　1:30 牧丘町保健センター 19 年１. ２月出産予定者
＊両親学級② ９月 29 日㈮ 午後 1:00 ～　1:30 牧丘町保健センター 19 年１. ２月出産予定者
＊両親学級は、全ての回において事前申込が必要ですので、ご注意ください。

９月の学級・講習会 問保健センター☎� 1111( 内線 414 ～ 416)

子育て
「やまなし子育て応援カード

事業」が始まります

　県と市では、10 月から 18 歳未
満のお子さんが３人以上いるご家庭
に「やまなし子育て応援カード事業」
を始めます。
　この事業は、あらかじめ県に協賛
店舗として登録した、商店、スー
パー、飲食店および市の公共施設な
どで、子育て応援カードを提示すれ
ば、割引などの特典が受けられると
いう制度です。

■応援カード交付対象世帯
　18 歳未満のお子さんが３人以上
いる家庭（平成18年10月1日以降）
■申請受付開始日
　９月 25 日㈪

■申請手続
応援カード交付申請書に必要事項を
記入のうえ、18 歳未満のお子さん
が 3 人以上いる世帯であることを証
明できる保険証などを添えて、少子
対策課または支所住民生活担当の窓
口で申請してください。

（申請書は各窓口に用意してありま
す。また、市のホームページからダ
ウンロードもできます。）

■応援カードの交付
　少子対策課窓口で申請した場合
は、その場でカードを交付します。
　各支所窓口で申請した場合は、後
日郵送します。
■協賛店舗
　応援カードが利用できる店舗・施
設の情報については、カード交付時
にお知らせします。

【問い合わせ】　
少子対策課子育て推進担当　
☎� 1111（内線 152、153）

申請

子
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て
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援
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ー
ド

協
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店



みんなの

掲示板
　「みんなの掲示板」は、主に
市民のみなさんが主催する催
し物やグループ活動を紹介す
るコーナーです。　掲載を希
望する場合は、所定の用紙に
必要事項を記入し、期日まで
に提出してください。
　10 月号掲載分の締め切りは
８月 25 日㈮、11 月号掲載分
の締め切りは９月 25 日㈪で
す。

【申込・問い合わせ】
総務課「広報やまなし」担当　
☎� 1111（内線 225、226）
Ｅメール　
info@city.yamanashi.lg.jp

広報やまなし 2006.9-34

( 仮 )フィールドミュージアムに親しむ会：主催

フィールドミュージアムウォーク
　山梨市の知られざる名所・旧跡を訪ねる。
日時・場所：9 月 10 日㈰ AM9:30 集合夢の
実広場モニュメント前集合 (JR 山梨市駅前、
11:30 終了予定、雨天決行）
今月のテーマ : 石森山の 11 祭神と山梨岡神社
参加費無料、事前申込不要。　※毎月開催中

【問い合わせ】　　　
　　　村田　浩　☎ 090(3210)1620

【問い合わせ】　　　村田　浩　☎� 0512
　　　　　　　　　有限会社おくやま内

やまなしし朝の市の会：主催

第7回　朝の市
日時・場所：9 月 10 日㈰ AM8:00 ～　
夢の実広場モニュメント前集合 (JR 山梨
市駅前、正午終了予定、雨天決行）
※以後 12 月まで毎月第 2 日曜開催。
内容 : フリーマーケット　ほか

【問い合わせ】　山梨ライセンスフリーネットワーク
　　　　　　　大村　均　☎� 6245

山梨ライセンスフリーネットワーク：主催

特定小電力無線による通信実験
通信内容に制限がなく、さまざまな用途で使われ
る特定小電力・市民無線。災害時の連絡手段とし
ての活用を視野に入れ、通信実験を行います。
日時：9 月１日㈮ PM7:00 ～ 9:00　
使用予定 ch：特定小電力レジャー３ch、ビジネ
ス３ch、レピーター L-13-A、市民無線 ( 合法 )
８ch、アマチュア無線 145.78Mhz　

会員募集

健康体操教室
ストレッチとリズムに合わせて身体を動かし、
肩こり、腰痛を和らげ、予防します。ダイエッ
トにも……。対象：健康で長く続けられる女性
日時・場所：毎週火曜日 PM8:00 ～ 9:00、

山梨南中学校格技場　会費：月 2,000 円

【問い合わせ】　志村早苗　☎� 2780

会員募集

八幡公民館邦楽サークル
各種行事で演奏することを目標に、琴、三味線、
尺八をみんなで楽しみながら練習していきます。
楽器がなくても興味のある方はご参加ください。
対象：市内在住者　日時・場所：第 1、第 3 木
曜日 PM8:00 ～ 9:30、八幡公民館和室
会費：月 2,000 円、楽器レンタル料１回 500 円

【問い合わせ】　古屋洋子　☎� 0033

秋季河川清掃にご協力ください
　快適で美しい生活環境を確保するために、今年も
９月 24 日（北部地域……日下部・八幡・後屋敷・
岩手）と 10 月１日（南部地域……加納岩・山梨・
日川）の両日曜日を「秋季河川清掃日」と定め、山
梨地域（旧山梨市）全域で河川の清掃運動を実施し
ます。
　この清掃作業は、各地区の区長・保健衛生委員を

中心に地域ぐるみで実施するものです。市民のみな
さんの積極的なご協力をお願いします。
　なお、河川清掃時にでる砂・泥・草以外のゴミ（空
き缶、空き瓶，金物類、植木くず、ビニールなど）
については、透明・半透明袋に仕分けして出してく
ださい。

　　　【問い合わせ】環境課生活環境担当　
　　　　　　☎� 1111( 内線 252、253)

サマー縁日（８月10日　ゆりの木商店街：主催）



主な施設の

利用時間

※休館日が祝日に当たる場合、翌日以降が振替休日となる場合があります。施設に直接ご確認ください。
※事前申し込みのいらない施設のみの掲載です。上記以外の施設は、「くらしのガイド」にてご確認ください。

<体育施設（プール）>
■山梨市屋内温水プール（月曜休館）
上石森 665-2　☎� 5211
午前：AM9:00 ～正午、午後：PM1:00
～ 5:00、夜間：PM5:00 ～ 9:00
※各時間帯とも、10 分前で利用終了。
■牧丘Ｂ＆Ｇ海洋センター（月曜休館）
牧丘町窪平 442-1　☎� 4411
プール　午前：AM9:00 ～正午、午後：
PM1:00 ～ 5:00、夜間：PM6:00 ～ 9:00
※各時間帯とも、10 分前で利用終了。
※プール以外の施設は問い合わせください。

<文化施設>
■山梨市情報通信センター（土日祝休業）
市役所南側（敷地内）　☎⑳ 1222
AM10:00 ～ PM4:00（１人２時間まで）
※飲食・喫煙・携帯電話の使用は不可。
■山梨市立図書館
※ 18 ページをご覧ください。
■牧丘町総合会館図書室（月曜休館）
総合会館内　☎� 4411
AM9:00 ～正午、PM1:00 ～ 5:00
■牧丘町郷土文化館（月・水休館）
道の駅まきおか敷地内　☎� 2331
AM9:00 ～ PM4:30

<衛生施設(ごみなどの持ち込み)>
■山梨市環境センター（日・祝休業）
南 2160　☎� 1555
月～金：AM9:00 ～ PM4:00
土曜：PM1:00 ～ 4:00
■東山梨環境衛生センター（土日祝休業）
牧丘町成沢 2000　☎� 4014
AM9:00 ～正午、PM1:00 ～ 4:00

<児童福祉施設>
■山梨児童センター（日・祝休館）
正徳寺 1273-1　☎� 5661
正午～ PM6:00
乳幼児対象　月～木　AM10:00 ～正午
■加納岩児童センター（日・祝休館）
下神内川 182　☎� 2429
正午～ PM6:00
■日下部児童センター（日・祝休館）
小原東 717　☎� 0383
正午～ PM6:00
■つどいの広場「たっち」

（月・水・金のみ開館、祝日休館）　
夢わーく山梨内　☎� 1801
AM10:00 ～ PM3:00

<公園施設・駐輪・駐車場>
■万力公園（公園は年中無休）
管理事務所　☎� 1560( 月曜休業）
AM8:30 ～ PM5:15
動物園　AM10:00 ～ PM5:00
バーベキュー　AM9:00 ～ PM4:00
※動物園、バーベキューは月曜休業
■駅前駐車場（24 時間営業・年中無休）

（問い合わせは都市計画課☎� 1111）
■駅東自転車駐車場（年中無休）

（問い合わせは都市計画課☎� 1111）
AM6:00 ～ PM10:00

<道の駅>
■道の駅みとみ（火曜定休）
三富川浦 1822-20
☎� 0185　AM9:00 ～ PM5:30
■道の駅まきおか（水曜定休）
牧丘町室伏 2120　☎� 4780
AM9:00 ～ PM5:30

<温泉施設>
※季節により営業時間が異なる施設は、
現在の営業時間のみ掲載
■赤松の湯ぷくぷく（第１・３月曜休館）
大工 2589-13　☎� 5656
AM10:00 ～ PM9:00
※入館は、PM8:30 まで。
■花かげの湯（月曜休館）
牧丘町窪平 453-1　☎� 4126
４～ 10 月　AM10:00 ～ PM9:00
※入浴時間は、閉館の 15 分前まで。
■鼓川温泉（木曜休館）
牧丘町牧平 262　☎� 4611
４～ 10 月　AM10:00 ～ PM9:00
※入浴時間は、閉館の 15 分前まで。
■みとみ笛吹の湯（火曜休館）
三富下釜口 447　☎� 2610
AM10:00 ～ PM8:00
※入浴時間は、閉館の 15 分前まで。
■山梨ちどり温泉（月曜休館）
老人健康福祉センター内☎� 9616
AM9:00 ～ PM4:00、PM5:00 ～ 8:00

（土日は AM9:00 ～ PM8:00）
※入浴受付

4 4

は終了時間の１時間前まで。
■温泉足湯（無休）
フルーツ公園フルーツセンター展望広
場山梨市フルーツパーク㈱☎� 5111
４～ 11 月　AM10:00 ～ PM9:00
※天候により、臨時休業・営業時間の
延長、短縮があります。

<食事施設>
■グリルパイナリー（年中無休）
市民会館内 ( 会館は月曜休館）　
☎� 0185　AM10:00 ～ PM6:00
※予約による宴会などは PM9:00 まで

今月のおトク情報！

広報やまなし 2006.9-35

●９月から山梨市屋内温水プールの水泳教室が再開！詳しくは、カレンダーをチェック！
●オムツの取れていない子どもたち、牧丘Ｂ＆Ｇ海洋センターのプールで水遊びをしよう！
実施日など詳しくは、31 ページをチェック！
●「敬老の日」記念に４つの温泉施設と山梨市屋内温水プールを無料開放。年齢制限など
詳しくは 29 ページをチェック！
●図書館でのおはなし会やお勧めの本は 18 ページをチェック！



世帯と人口 (2006.8.1現在 )

六

人　口	 39,320人
	 男	 18,939人
	 女	 20,381人
世帯数	 14,187世帯
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で
計
七
〇
盃
と
、
実
に
全
体
の
四
割

強
を
賄
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
一
盃
＝
約
一
キ
ロ
グ

ラ
ム
）。

　

漆
は
、
漆
器
・
武
具
甲か
っ
ち
ゅ
う冑
類
・
刀
剣
・
槍
・
弓

な
ど
の
補
強
、
装
飾
の
塗
料
と
し
て
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
必
需
品
で
あ
り
、
高
級
な
も
の
は
、
現
在
で

も
金
よ
り
も
高
く
取
引
さ
れ
て
い
る
。

　
『
甲
陽
軍
艦
』
に
は
、
永
禄
十
一
（
一
五
六
八
）

年
武
田
家
家
臣
の
秋
山
信の
ぶ
と
も友
が
、
織
田
信
長
の
も

と
へ
使
者
と
し
て
赴
い
た
際
の
贈
物
の
中
に
、
漆

一
〇
〇
〇
桶
と
あ
る
。
武
田
家
と
織
田
家
は
、
永
禄

八
（
一
五
六
五
）
年
の
信
玄
の
四
男
勝
頼
と
信
長
の

養
女
と
の
縁
組
み
に
よ
っ
て
結
ば
れ
て
い
た
。
し
か

し
こ
の
勝
頼
の
正
室
は
、
そ
の
二
年
後
に
嫡
子
信の
ぶ
か
つ勝

を
産
ん
だ
直
後
、
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
信
長

は
、
武
田
と
の
直
接
対
決
を
時
期
尚
早
と
考
え
た
ら

し
く
、
今
度
は
自
分
の
嫡
子
信の
ぶ
た
だ忠
と
信
玄
の
娘
松
姫

（
信し
ん

松し
ょ
う
に尼
）
と
の
婚
約
を
望
ん
で
い
る
。
秋
山
信
友

の
訪
問
は
そ
の
祝
い
の
た
め
だ
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ

の
後
、
元げ
ん
き亀
二
年
（
一
五
七
一
）
に
も
信
長
が
甲
州

漆
を
所
望
し
、
三
〇
〇
〇
盃
を
贈
っ
た
と
い
う
記
載

も
あ
る
。
こ
の
頃
武
田
家
は
、
信
長
の
最
大
の
同
盟

者
、
徳
川
家
康
と
完
全
に
敵
対
し
て
お
り
、
武
田
家

と
織
田
家
の
関
係
も
か
な
り
緊
迫
し
て
い
た
は
ず
で

あ
る
。
そ
ん
な
情
勢
に
お
い
て
も
、
信
長
は
甲
州
漆

を
所
望
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
内
容
に
後
世
の
誇

張
は
あ
る
に
し
て
も
、
当
時
、
甲
州
漆
が
諸
国
の
間

で
も
注
目
さ
れ
る
重
要
な
産
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
確

か
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、
勝
沼
氏
館
跡
（
甲
州
市
勝
沼
町
）
で
は
東

側
の
水
路
跡
か
ら
、
漆し
っ
き器
や
漆
刷は
け毛
な
ど
の
道
具
類

が
出
土
し
、
職
人
の
住
居
や
工
房
と
推
定
さ
れ
る
建

物
跡
も
検
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
小
原
東
の
「
早

川
家
文
書
」
に
よ
れ
ば
、
早
川
氏
は
武
田
家
で
使
用

す
る
木
器
を
作
製
す
る
職
人
を
統
括
し
、
そ
の
営
業

税
を
徴
収
す
る
権
利
を
与
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。（『
山
梨
県
史
』
資
料
編
４
／
『
山
梨

市
史
』
史
料
編
考
古
・
古
代
・
中
世

）。
こ
う
し
た
史
料
か
ら
、

東
郡
で
は
武
田
家
の
保
護
・
支
配
の
も
と
、
木
器
や

漆
器
の
生
産
と
、
そ
れ
ら
に
携
わ
る
職
人
の
統
括
が

な
さ
れ
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

　

ち
な
み
に
江
戸
時
代
に
は
、
こ
の
東
郡
に
木
製
の

器
物
を
作
る
「
木き
じ
し
地
師
」
が
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
る
（
滋
賀
県
神
崎
郡
『
永え
い
げ
ん源

寺
町
史
』
木
地
師
編

）。
塩
平
集
落
（
牧
丘
町
北
原
）

付
近
の
山
中
に
も
、
木
地
師
の
も
の
と
思
わ
れ
る
墓

が
ひ
っ
そ
り
と
遺
さ
れ
て
い
る
。
山
間
地
域
は
傾
斜

地
が
多
く
、
稲
作
な
ど
に
は
向
か
な
い
た
め
、
武
田

家
に
と
っ
て
さ
ほ
ど
重
要
で
は
な
い
地
域
と
思
わ
れ

が
ち
で
あ
る
が
、
実
際
は
こ
の
よ
う
に
、
漆
を
は
じ

め
木
材
・
鉱
物
な
ど
豊
か
な
山
岳
資
源
の
宝
庫
で

あ
っ
た
。
特
に
本
市
の
山
間
地
域
は
山
岳
資
源
の
豊

か
な
地
域
と
し
て
知
ら
れ
、
武
田
家
の
支
配
が
強
く

及
ん
で
い
た
地
域
で
も
あ
る
。

　

山
間
地
域
は
、
閉
塞
し
た
場
所
と
思
わ
れ
が
ち
で

あ
る
が
、
川
の
影
響
や
人
的
規
制
が
及
び
に
く
い
山

岳
ル
ー
ト
を
木
地
師
な
ど
の
職
能
民
や
芸
能
民
、
修

験
な
ど
様
々
な
人
々
が
移
動
し
て
い
た
可
能
性
が
あ

り
、そ
う
い
っ
た
人
々
が
交
流
す
る
場
で
も
あ
っ
た
。

　

武
田
家
が
保
有
し
て
い
た
金
生
産
技
術
や
治
水
技

術
、
あ
る
い
は
戦
術
と
い
っ
た
後
の
徳
川
場
幕
府
に

も
受
け
継
が
れ
て
い
く
優
れ
た
技
術
の
多
く
は
、
こ

う
し
た
山
間
地
域
か
ら
供
給
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し

れ
な
い
。

　

山
々
の
豊
か
な
恵
み
と
、
そ
れ
を
生
か
す
山
に
暮

ら
す
人
々
こ
そ
が
、
甲
斐
武
田
氏
の
強
さ
を
支
え
て

い
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
生
涯
学
習
課
）

漆の産地であったことは、現在の地域名から
も想像できる（牧丘町北原漆川地区）。

　遅い梅雨明けではじまった今年の夏。昼間は暑かったものの、夕方になると涼しい
風が吹いて気温が下がり、例年に比べると寝苦しい夜は少なかった気がします。
　広報担当になり約５か月、今まで行ったことのない地域に足を運ぶ機会も多く、初
めて見る地域の顔、風景……、いろんなことを新鮮に感じています。
　みなさんも休日にちょっと足を伸ばして、山梨市探索に出かけれみてはいかがで
しょうか？きっと新しい発見があるはずです。
　９月には新しいお祭り「笛吹川源流まつり」が開催されます。秋の行楽のひとつに
ぜひお出かけください。


